ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 だ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http:/Www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/Www.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 

http://Www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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取扱 説明 書 

アル イン コ デ ュ アル バン ド FM トラ ン シ ー バ ー を お 皿 
い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 
本 機 の 性 能 を 充分 に 発揮 させ る た め に 、 ま ず 、 こ の 
取扱 説明 書 を 最後 まで お 読み いた だ く よ う お 願い い 
た し ます 。 ア フタ ー サ ービス な ど に つい て も 記載 し 
て いま す の で 、 こ の 取扱 説明 書 は 必ず 保存 し て お い 


本 機 は 日 本 国内 向け モデ ル で す の で 海外 で は 使用 で き な い 場合 が 


この 無線 機 を 使用 する に は 、 総 務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 
必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 
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ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 
電波 の 送信 前 に 気付 け て いた だ く こ と 


・ ケ ー ス を 外し て 内 部 に 手 を 触 れ な いで くだ さい 。 八 ム バン ド の 近く で は 、 多く の 業務 用 無線 局 が 運 5 す 。 
故障 の 原因 に な り ま す 。 これ ら の 無線 局 近く で の 電波 送信 に は お 気 を 付け くだ さ 
・ 直射 日 光 の 当たる 場所 、 ほ こり の 多い 所 、 ie アマ チュ コア 3 弧 選 が 中 法人 を 直 叶 し て いて も 司 わ 0 坦 了 
ど で の ご 使用 、 お よび 保管 は し な いで くだ さ が 起き る こと が あり ます 。 

テレ ビ 、 チ ュー ナ な ど 他 の 機 吉 に 果 絡 を 与え る 喝 合 に は 距 移動 運用 の 際 に は 十分 な ご 配慮 を お 願い いた し ます 。 

離 を 離し て ご 使用 くだ さい 。 
・ 付属 の アン テ ナ は 完全 に 取り 付け て お 使い くだ さい 。 / 注 意 主 に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 使用 を 禁じ 
・ 長 時 間 送信 し 続け ます と 、 機 器 が 週 共 し ます 。 お 取り 扱い に られ て いま す 。 

は 十分 に 注意 し て くだ さい 航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 
・ 万 一 、 煙 が 出 た り 、 異 抽 が する 場合 は 、 電源 スイ ッ チ を すみ 司 域 、 お よび 、 そ れ ら の 中 継 局 周 辺 な ど 。 

や か に 切っ て くだ さい 。 運用 が 必要 な 場合 は 各 管理 者 の 承認 を 得 て く だ さい 
安全 を 確か め た 上 で 販売 店 、 ま た は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 

口 へ ご 連絡 くだ さい 


・ 本 機 に 接続 する 外部 電源 は 、 必 ず 出 力 電 圧 が 3.7Vー6.0V 


の 範囲 内 に ある 直流 電源 を 使用 し て くだ さい 。 
・ 電圧 が 6.5V 以上 の 外部 電源 を 使用 する と 、 本 機 の 故障 の 原 
因 と な る 恐れ が あり ます 。 
・ 本 機 に 外部 電源 を 接続 する 場合 に は 、 付 属 の 充電 用 AC ア ダ 
プター(EDC-126) を 使用 し 、 本 体側 面 に あめ る DC 電源 ジャ ッ 
ク 端 子 に 直接 接続 し こく だ さい 。 
・ 車 の シガー ソケット か ら 電 源 を 取る 場合 に は 、 充 電 用 シ ガ 
ライ ター ケー ブル (EDH-3) を 使用 し て くだ さい 
・ 外部 電源 ケー ブル の 抜き 差し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し 
て か ら お こ な っ て くだ さい 、。 


電波 法 上 の ご 注意 


電波 法 第 59 条 で 「 特 定 の 相手 方 に 対し て 行わ れる 無線 通信 を 


傍受 し て 、 そ の 存在 若しくは 内 容 を 漏らし 、 又 は これ を 留 用 し 
て は な ら な い ]」| と 通信 の 秘密 に 関し て 定め られ て いま す 。 
本 機 の 取扱 い に は 十分 に 配慮 し 、 電 波 法 を 守っ て くだ さい 。 


第 1 草 機能 と 特長 


・AM ラ ジオ 受 言 (バー アン テ ナ 内 蔵 ) に Et の | 
- FM ラジ オォ 受信 (イヤ ホン アン テ ナ 受 信 ) 1.1 標準 付属 品 
・ エ アー バン ド 、 業 務 通 信 等 の 広帯域 受信 ・ リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク EBP-58N 
・ 簡易 盗聴 器 発 見 機能 (3.7V 600mAh) 
・ ス プリ ッ ト 機 能 ・ 充電 用 AC ア ダ プ ター EDC-126(6.0V 0.5A) 
・ 38 種類 の CTCSS トー ンス ケル チ 機 能 ・ へ リカ ルアン テ ナ (SMA) 
・ ク ロー ン 機 能 ・ ア ン テ ナ キャ ッ プ 
・ リ チ ウ ムイ オン 充電 池 採 用 ・ 取扱 説明 書 
・ 保 証書 


第 ら 草 付属 品 


寸 属 品 て 注意 市 販 の アン テ ナ を お 使い に な る 際 は 、144 ン 

= _ 付 属 品 の 取り 付け 方 430MHz 帯 アマ チュ ア 無 線 バ ンド で 送信 が 可能 な も 
田 ア ン テ ナ の 取り 付け ・ 取 り 外 し 方 の を お 選び くだ さい 。 

他 の 形状 の コネ クタ ー か ら SMA コネ クタ ー に 変換 が 

・ 取り 付け 方 還 二 必要 な 場合 は 、 変 換 コ ネクター や ケー ブル の 荷重 が 

『 1. アンテナ の 根元 を 持ち ます 。 SMA コネ クタ ー に か か り 過 ぎ な いよ うに ご 注意 くだ 


さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


ら . アン テ ナ を アン テ ナ コ ネ ク 
ター に 差し 込み ます 。 


ツ 3. アン テ ナ を 時 計 方 向 ( 石 ) に ゆ 
3 っ くり と 回 し ます 。 
シン 4. 回 転 が 止 まり まし た ら 人 確実 
こ 取 り 付 けた こと を 確認 
! ク ます 。 
仙 ンジ 
・ 取 り 外 し 方 


ます 。 


ロ 
守 
Ql 


アン テ ナ を 反 時 計 方 向 ( 左 ) に ゆっ くり と 


田 バ パッ テリ ー パ バッ ク の 取り 付け ・ 取 り 外 し 方 


・ 取 り 付 け 方 


3. バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 
矢印 の 方 向 に カヨ 


1. バ ッ テ リ ー パ ッ ク の ツメ を 、 
本 体 の 溝 に 合わ せ 8 
ら . バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 、 矢 印 の 
方 向 に 押し 込み ます 。 


ます 。 


1 . バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 


る まで 押し 下げ ます 。 


ッ ク を 、 
チッ と 音 が す 


ッ ク を 、 


矢印 の 方 向 に # 


し 上 げ 


ド す 。 


らら. バッ テリ ー パ ッ ク を 、 矢 印 の 


ジン 
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ビン 方 向 に 引き 抜き ます 。 
に ここ ング 


注意 


・ 付属 バ ッ テ リ 


和 当 人 


・ 通常 の 使 


・ 本 機 の 付属 バッ テリ ー パ ッ ク は 充電 され て お り ま せん 。 


お 買い 上 げ 後 に 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 


- バッ テリ ー パ ッ ク は 、 本 体 に 装着 し 、DC 電 源 ジ ャ 


ッ ク に 付属 の AC ア ダ プ ター を 接続 する と 、 本 体内 
蔵 の 充電 回 路 に より 充電 で きま す 。 

パッ ク を 本 体 充電 回 路 で 充電 する と 
は 最大 時 間 30 分 が 必要 で す 。 

電 は 0Cー40 で の 温度 範囲 内 で お こ な っ て くだ 
い 。 温度 範囲 外 で す と 正しく 充電 で きま せん 。 


・ バ パ バッテリー パッ ク の 改造 、 分 解 、 ま た は 火 中 、 水 中 へ 


の 投入 は 危険 で すか らし な いで くだ さい 。 
バッ テリ ー パ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な い 
eSeb 
機器 が 損傷 し た り 、 バ ッ テ リ ー バ ッ ク の 発 幸 に よる 
火傷 の 基 れ が あり ます 。 


・ 本 機 を 長期 間 使用 ご され な いと き は 、 付 属 バ ッ テ リ ー 


パッ ク を 本 機 か ら 取 り 外 し て 保存 し て くだ さい 。 


・ バ パ バッテリー パッ ク の 保存 は 、-20Cー+45C の 範囲 


で 湿度 が 低く 乾燥 し た 場所 を 選ん で くだ さい 。 

それ 以外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ 
リー パッ ク の 漏 液 や 、 金 属 部 分 の サビ の 原因 に な り 
ます の で 避け て くだ さい 。 
で 約 500 回 の 充電 が 可能 で す が 、 所 定 
の 時 間 充 電 し て も 使用 時 間 が 著しく 短い 場合 は 寿命 
が つき た も の と 思わ れ ま す 。 新 し い 物 に お 取替え く 


だ さい 。 


・ 選 使用 済み の バッ テリ ー パ ッ ク は 、 環 境 保護 の た め 


燃え な い ゴ ミ と 一 緒 に 捨て な いで くだ さい 。 
当社 サー ビス に ご 相談 頂く か 、 ま た は 電池 回 収 協力 
店 へ ご 持参 くだ さい 。 


・ 充電 中 は 、 本 機 の 電源 を 切る 必要 は あり ませ ん が 、 


受信 音 に ノイ ズ が 混入 する 場合 が あり ます 。 


・ 充電 中 は 、 送 信 を 行わ な いで くだ さい 。 


田 バ ッ テ デリー パッ ク の ショ ー ト 防止 の ご 注意 一 充 串 用 AC アダ プター(EDC-126) 
・ 充電 方 法 

バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運 点 と AC ア ダブ プター プラ グ 1. 本 体 に バッ テリ ー パ ッ ク を 装 
き に は 、 端 子 を ショ ー ト させ な 着 し ます 。 

いよ うに 注意 し て くだ さい 。 ら . 本 体 の DC 電源 ジャ ッ ク に 充 
大 電流 が 流れ て 火傷 や 火事 を 起 電 用 AC アダ プター の AC ア 
こす 危険 が あり ます 。 ダ プ ター プラ グ を 接続 し ます 。 
3. 電 源 プ ラグ を 家庭 用 電源 の 
AC100V の コン セン ト へ 接 
続 し ます 。 


本 体 の 電源 の ON/OFF に 関係 な く 充 電 が 開始 され ます 。 

本 体 の 電源 が 0FF の と き 電 池 マ ー ク が 点 減 、TX/RX ラ ンプ が 

赤く 点灯 し 、 充 電 が 完了 する と 緑 に な り ま す 。 

/ 人 注意 ・ 必 ず 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 本 機 に 装着 し て か ら 、 
AC ア ダ プ ター プラ グ を 接続 し こく だ さい 。 
先 に AC アダ プター プラ グ を 接続 する と 、 充 電 が 開始 


金属 物 を 一 緒 に し て カバ ン 金属 メッ キ し て いる 布 に 包 。 圧 や 画 鍼 な どの 金属 類 に され ませ ん 。 

な ど に 入れ な いで くだ さい 。 | ん だ り 、 内 側が 金属 加工 の | 端子 を 触れ させ た り 、 電 気 ・ 充電 用 AC アダ ブタ ー を 使用 し な いと き は 、 電 源 コ 
カバ ン な ど に 直接 入れ た り | を 通す 物 が ある 場所 に 置 ン セ ント か ら 外 し て お いて くだ さい 。 
し な いで くだ さい 。 か な いで くだ さい 。 ・ 充電 用 AC アダ プター は 、 他 社 製品 の 充電 等 に は 絶 


対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
・ 充電 時 間 は 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 使用 状態 に より 異 
な り ま す 。 
・ 本 体 の 充電 端子 を 金属 片 等 で 短絡 させ た りす る と 、 
本 体 に ダメ ー ジ を 与え る 場合 が あり ます 。 
・AC100V が 著しく 低下 する と 、 充 電 で き な い こと 
が あり ます 。 


カバ ン な ど に 入れ る と き は 、 電 気 を 通さ な い 布 や 袋 で 包ん | 電気 を 通さ な い 物 な ど を 
で くだ さい 。 敷い て か ら 、 置 いて こく だ さい 。 園 / N ッ テ リ 一 充電 時 期 の 目 


才 


池 の 残 量 が 少な く な っ 
こと き に 表示 され ます 。 


上 電池 の 減 電池 表示 は 周囲 温 や 電池 の 使 
な る こと が あり ます 。 

・ この 表示 が 出 た と き は 、 す ぐに 充電 し て くだ さい 。 

・ 本 機 に は 、 電 池 の 残 量 を あら わす 表示 は あり ませ ん 。 11 
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頻度 に より 多少 異 


第 3 章 各部 の 名 称 と 操作 


立 K 古 「 立 | 
一 上 面部 、 前 面部 名 称 機能 
① 外部 スピ ー カ ー | 2.5 ぁ ステ レオ プラ グ を 使用 し て 、 外 部 スピ ー カ 
マイ ク 端 子 (8Q) と 外部 マイ ク (2kO) を 接続 し ます 。 
ダイ ヤル を 回 し て 周波 数 の 変更 な ど 各 種 設定 を 
行い ます 。 
に の | タイ ャ ル 和義 し ル を 押す と 音量 調整 、 ス ケル チ 調 整 が で 
F 点 灯 中 に ダイ ヤル を 押す と セッ トモ ー ド に 入り 
ます 。 (TI26 ペ ー ジ ) 
因 スケ ル チ が 開く と 緑色 に 点灯 し ます 。 
国 PRX ラ ンプ | 送還 中 は 赤色 に 点灯 し ます 。 
ーー この 取扱 説明 書 の 「 キ ー 操 作 」 を 参照 し て くだ さ 
呈 あ の ④ キー バッ ド い 。 (HI 4 ペー ジ ) 
See) (me ⑤ FUNC キ ー と 他 の キー を 組み 合わ せる こと で 様々 
] な 機能 を 使用 で きま す 。 
⑥ |⑤ |FUNC キ FUNC キ ー を 約 1 秒間 押す と キー ロッ ク の 設定 
⑦ が で きま す 。 
⑧| ュ イク 口 と マイ ク の 間 の 距離 は 5cm 程 度 が 適当 で す 。 
議 弄 ーー が 抽 ー 主 
MEektD」C7 ⑦ スピ ー カ ー 薄型 スピー カー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
上 上 電源 スイ ッ チ を 約 ] 秒間 押す と 電源 の 0N/OFF 
二 源 スイ ツチ OL 
⑨ ディ スプ レイ この 取扱 説明 書 の 「 デ ィ ス プレ イ の 表示 」 を 参照 
(LCD) し て くだ さい 。 (1 5 ペー ジ ) 


一 側面 部 


SMA ア ン テ ナ 
コネ クタ ー 


PTT キ ー 


MONI キ ー 


機能 


付属 の ヘリ カル アン テ ナ を し っ か り と 装着 


し ます 。 市 販 の アン テ ナ を 使用 する 場合 は 、 


144 プ 430MHz 帯 アマ チュ ア 無 線 バ ンド 


で 送信 が 可能 で 、 本 機 の 受信 範 


する も の を お 選び くだ さい 。 


を は な す と 受信 に 切り 替わり ます 。 


各種 設定 状態 で 


確定 し ます 。 


囲 を カバ ー 


す 。 PTT キ ー 


PTT キ ー を 押す と 設 


MONI キ ー を } 


E を 


す と スケ ル チ が 開き 受信 


音 が 聞こ えま す 。 TSQ が 設定 され て いて 


も スケ ル チ は 開き ます 。 


F 点 灯 中 に 押す と 、 ス テッ プ 周 


え が で きま す 。 


皮 数 の 切り 替 


DC 電源 ジャ ッ ク 


外部 電源 接続 端子 で す 。 


付属 の 充電 用 AC ア ダ プ ター を 接続 し て ババ 
ッ テ デリー パック を 充電 し ます 。 


オプ ショ ン の シガー ライ ター ク ケ ク 


続 し て 運用 や 充電 


が で きま す 。 


ブル を 授 


※ 受 信 周 波数 に より 、 ノ イズ が 混入 する 場 


合 が あり ます 。 


鞭 蘭 r 党 届 器 | | 
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3. ら キー 操作 


(2 な 9 


キー 機能 FUNC キ ー を 押し た 後 キー の 長押 し ( 約 1 秘 ) キー を 押し な が ら ダ イヤ ル 操 作 
了 VFO/MEMORY 切 替 メモ リー チャ ン ネ ル の 書込み | プラ イオ リティ の 開始 
UI12 の (IIB ペ パー ジ ) 人 ISA ペー の 
スキ ャ ン の 開始 と 停止 トー ンス ケル チ 設 定 スキ ャ ン モ ー ド の 変更 
(22 ペ ー ジ ) (64 ペー ジ ) (HI 82 ペー ジ ) 
AND | バン ド 切 り 替 え 操作 シフ ト の 設定 1MH2 単 位 の 変 
(IIG で の (LTIG ロ ペー ジ ) (8 ペー ジ ) 
各種 設定 の 切替 キー ロッ ク の ON ン OFF 
FUNC [53 ペー ジ 
bw | 電 湖 の ONOFF 電源 の ON ン OFF 
(16 ペ ー ジ ) ] 16 ペー ジ ) 
周波 数 、 ボ リュ ー ム 、 ス ケル チ | セッ トモ ー ド 簡易 盗聴 器 発見 機能 
ダイ ヤル | その 他 の 設定 ON ン OFF 
(1618 ペ ー ジ ) (86 ペー ジ ) [T] 25 ペ ー ジ ) 


3.3 ディ スプ レイ の 表示 


①_②⑧ ③ 
ンー 
「 
( 0n ATT DCS 
ペン 萌 、、/ 訂 、 / 導 、 、 ご 、 プ 
PDMAMIT 有 本 語 ⑥ 
リロ 7 7 
ぐ @ P Ne 0 
関 陸 加 
⑮ ⑩ ⑬ ⑱ ⑪ 
① | [回 | o+ を 押す と 点灯 し ます 。 ⑨ | | 生還 が 少な く な る と 点灯 し ます 。 
@| 0-m | キー ロッ ク 設 定時 に 点灯 し ます 。 ⑩ | BS | バッ テリ ー セ ー プ 機能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
③ | 加計 還 語 | シン ト 方 向 、 ス プリ ッ ト 設定 を 表示 し ます 。 ⑪ | APO | オー トバ ワー オン 機能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
TSO 「 は トー ン エ ンコ ー ド 動作 時 、TSQ は トー ンス ケル | ⑫ | 約 | 送 一 ン 設定 時 に 点灯 し ます 。 

チ 動 作 時 に 点灯 し ます 。 | 案 | レビ ー タ ー 機 能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
⑤ |  《 リ | BELL 機 人 設定 時 に 点灯 し ます 。 ⑭ | PRR| | フラ イオ リティ 機能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
@ 日 受信 レベ ル を 表示 し ます 。 送信 時 に 点灯 し ます 。 ⑮ | <e> | 簡 旨 次 聴 器 発 見 機能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 

選 ⑯ | 衣 衣 衣 | > モリ ー チ ャ ン ネ リル No や 各 設定 状態 を 表示 し ます 。 
⑦ | 則 %Y | スケ ル チ が 開く と 点灯 し ます 。 ⑰ |WFMAIM| 電波 形式 (AM、FM、WFM) を 表示 し ます 。 
| 送信 受信 周波 数 や 各 設 定 内 容 等 を 表示 し ます 。 | ※ 説 明 の な い 表 示 は 、 本 機 で は 使用 し て いま せん 。 
gg 


葵 蘭 r 党 届 器 咽 | o | 
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第 4 章 基本 操作 


Ne) キー を 約 1 秒 押す と 電 
源 が 入り ます 。 


電源 を 切る と きも 同じ 操作 を し 
ます 。 


gw Tone SRT 
Co/ 
み 宮 


/ 人 注意 本 機 の 電源 を 入れ た と き 、 外部 電源 入力 に 8 
ト 上 が 印加 され る と “dC-ovEr” と 表示 され 、LED が 赤 
と 緑 に 交互 に 点 減 し ます 。 こ の 状態 に な pc5 直 ち 

こ 外 部 電源 ジャ ッ ク を 本 機 か ら 外 し て くだ さ 。 長 時 

間 こ の 状態 が 続く と 、 本 村 が 破 横 する 稚 れ が あり ます 。 

本 機 の 電源 が ON の 状態 で 、 外 部 電源 の 電圧 が 

DC6. 時 近 R 5 警告 れ せ ん の で 、 特に ご 注 主意 

くだ さ 

] 9 人 人 衣 き と 故障 し ます 。 

け 属 の AC ア ダ プ ター また は 弊社 純正 品 の オプ ショ ン ケ 

ー ブ ル 以外 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 


42 音量 を 調整 する 


・ 音量 調節 は 00 一 0 まで の 31 段階 で す 。 
・ 初期 状態 は 10 で す 。 


1. ダ イヤ ル を 1 回 を 押す と 、LCD の 「uai - 誰が 点灯 し 、 
音量 レベ ル が 表示 され ます 。 


ら . ダ イヤ ル を 回 し て 音量 レベ ル を 増加 また は 減少 させ ます 。 
設定 値 を 大 きく する と 音 時 も 大 きく な り ま す 。 


3. ダ イヤ ル か PTT キ ー を 押し 設定 を 完了 し ます 。 
ダイ ヤル の 無 操 作 状態 が 約 5 秒 続い て も 自動 的 に 設定 を 完了 し 
通常 表示 に 戻り ます 。 


注意 イヤ ホン を 使用 する 際 は 、 音 量 に ご : 人 
セッ 1 ド の ボリ ュー ム の 設定 を "Lo 設定 し て 
くだ さ 
詳細 は セッ トモ ー ド の 「 ボ リュ ー ム レベ ル 変 更 機能 
(27 ペー ジ )] を お 読 みく だ さい 


4.3 スケ ル チ を 調整 する 4.4 運用 モー ド 


スケ ル チ と は 、AM や FM の 受信 を する 際 、 信 号 の な いと き に 運用 モー ド に は 「VFO モ ー ド ] と 「MR( メ モリ ー) モ ー ド ] の 
出る 「 ザ ー」 と いう ノイ ズ 音 を カッ ト す る 機能 で す 。 2 種類 が あり ます 。 
「 ス ケル チ が 開く 」 と は 、 信 号 を 受信 し て 受信 音 を 出す こと が で 
さる 状態 を 示し ます 。 較 軍 用 モー ド の 切り 替え mw 

に eS 3 臣 替え る 
- ス ケル チレ ベル は 0 一 9 まで の 10 婦 時 で す 。 「VFO モ ー ド 」 と 「MR モ ー ド 」 は 2 キー で 切り 替え ます 
・ 初期 状態 は は で す 。 「MR モ ー ド 」 時 は ディ スプ レイ に メモ リー 番号 が 表示 され 、 
の VFO モ ー ド | 時 に は 表示 され ませ ん 。 

1. ダ イヤ ル を る 回 押す と 、LCD に 「5 衝 3」 が 点灯 し 、 SE 

スケ ル チ レ ベル が 表示 され ます 。 emww 


注意 メモ リー チャ ン ネ ル に 何 も 登 録 さ れ て いな いと き は 、 
メモ リー モー ド に 移行 で を ませ ん 。 


0 下層 


4 生還 し て スケ ル チ レ ベル を 増加 また は 減少 させ 


設定 値 を 大 きく する と 及 い 信号 は 音 が 途切れ た り 、 全 く 受 信 で 
き な い こと が あり ます 。 通常 は ノイ ズ が 消え る 最小 の レベ ル に 
設定 し ます 。 周 波数 や 電波 環境 に より 調整 が 必要 に な り ま す 。 


3. ダ イヤ ル か PTT キ ー を 押し 設定 を 完了 し ます 。 
ダイ ヤル の 無 操作 状態 が 約 5 秒 続い て も 自動 的 に 設定 を 完了 し 
通常 表示 に 戻り ます 。 
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4.5 VFO モ ー ド 


ダイ ヤル を 回 し て 周波 数 や 各種 機能 


寺 ま す 。 


場 出 荷 時 か ら 最 初 に 電源 を 入れ た と き に 表示 され る モー ド で す 。 


田 バ ンド の 切り 替え 


BAND キ ー を } 


す と 、 次 の 7 つの バン ド 


の 設定 を 変更 する こと が で 


か ら 順 に 選択 で きま す 。 


初期 値 


VHF 145.000(142.000< 


69.995MH2) 


LUHF 


380.000(380.000~429.995MHz) 


H_UHF 


433.000(430.000~469.995MH2) 


AM ラジ オ |.531(531~1620kHz 


短波 放送 | 1.625(1.625~9.995 


H2) AM 


FM 放送 


76.100(76.100-89.995MH2) 


WFM 


エア ー 


118.000(108.000~ 


41.995MHz) | AM/FM 


還 1 MHz 


キー を }# 


主 | 
古 
主 | 
上 


波数 を 大 きく 変更 する と き に 、 


(の キー を 


UPDOWN 


し な が ら ダ イヤ ル を 回 す と 、 回 す 方 向 に 応じ て 


素早 く 


ダイ ヤル を 区 


し た 後 、 


波数 が 1 MH z 単位 で 増加 また は 減少 し ます 。 


操作 で きま す 。 


さす に を は な す 


と 、 バ ンド が 切り 替わり ます 。 


弄 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 設定 方 法 
チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 初期 設定 単位 は 変更 で きま す 。 
設定 で きる チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 単位 は 次 の 通り で す 。 


AutO、5、6.265、8.33、10、12.5、15、20、 ら 5、80、 


50、100、125、 ら 00 kHz 


ーー 


seW/ キー を 押し て チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 し た い バ 
ンド を 選択 し ます 。 


2 っ . (me/ キー を 押し て 、F 点 灯 状 態 で MONI キ ー を 押 
し ます 。 


4 国 し て 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 を 選択 し 


o 


4.PTT キ ー を 押す と 設定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 
初期 設定 \ は Auto" に な っ て いま す 。 
いずれ か の バン ド で “Auto' 以外 の ステ ッ プ を 選択 する と 、 全 
て の バン ド で "Auto” は 解除 され ます 。 ま た 最後 に 選択 し た バ 
ンド ご と の ステ ッ ブ が 記憶 され ま す 。 
いずれ か の バン ド で “Auto” に 戻す と 、 全 て の バン ド と も 
"Auto" に な り ま す 。 “Auto'" の 場合 、 本 機 に あら か じ め プ 
グラ ム さ れ た ステ ッ プ と ド が 自動 的 に 使わ れ ま す 。 


4.6 メモ リー モー ド 

あら か じ め 登 録 し て お いた 周波 数 を 呼び 出し て 運用 する モー ド 
で ま 。 
本 機 に は 通常 の メモ リー チャ ン ネ ル 用 、 プ ログ ラム スキ ャ ンチ 
ャ ン ネ ル 用 、 プ ライ オリ ティ チャ ン ネ ル 用 、VFO オ ー ト ブロ グ 
ラム チャ ン ネ ル 用 の 4 種類 の チャ ン ネ ル が あり ます 。 


田 メ モリ ー の 種類 と 使い 方 


通常 の メモ リー モー ド で 呼び 出す 通常 の チャ ン 
メモ リー チャ ン ネ ル ネル で す 。 
(0~-199) 最大 G00ch の 周波 数 を 登録 で きま す 。 


よく 使う 周波 数 を 登録 し て お く と 、 簡 単に 
呼び 出す こと が で きま す 。 


ブロ グラ ム ス キ ャ ン プロ グラ ム ス キ ャ ン 機 能 で 使用 し ます 。 5 
チャ ン ネ ル 組 の 周波 数 範囲 (上 限 と 下限 ) を 登録 で き 


(0A、0b~-4A、4b) ます 。 


プラ イオ リティ チャ ン ネ ル | プラ イオ リティ 機能 で 使用 する 周波 数 を 
(Pr) 登録 で きま す 。 

VF0 オ ー ト ブロ グラ ム | レビ ー タ 用 の 設定 等 を 自動 的 に 反映 させ 
チャ ン ネ ル る 周波 数 範囲 の 、 下 限 と 上 限 を 登録 で き 
(AL、AH ます 。 


田 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 書き 込み 
1.VFD モ ー ド で 書き 込み た い 周波 数 を 選択 し ます 。 


ら . 必 要 に 応じ て 、 シ フト や トー ン 等 の 機能 を 設定 し ます 。 


各種 設定 は 、 第 5 草 を 参照 し こく だ さい 。 


3. (中 e/ キー を 押し て メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 さ 


せ 、 ダ イヤ ル を 回 し て 書き 込み た い チ ャ ン ネ ル 番 号 に 合 
わせ ます 


空き チャ ン ネ ル は 点 減 、 登 録 済 み チ ャ ン ネ ル は 点灯 で 表示 され 
ます 。 


SMw 
4.F 点 灯 中 に 、 Cr キー を 押す と 、 完 了 ビ ー ブ 音 が 鳴り 
メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込ま れ ます 。 
[参考 上 書き する 場合 は 、、 ラ イト プロ テク ト 機 能 を 「oFF」 に 


し て くだ さい 。 セ ッ ト モ ー ド の 「 ラ イト プロ テク ト ( メ モ 
リー 保護 ) 機 能 の 設定 ] (OB ページ ) を お 読み くだ さい 。 


田 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 呼び 出し 
GSMw 
1. 4 ] キー を 押し メモ リー モー ド に し ます 。 
ディ スプ レイ に メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 が 表示 され ます 。 


6. メモ リー モー ド 中 は ディ スプ レイ に メモ リー チャ ン ネ ル 
番号 が 表示 され ます 。 


注意 メモ リ ド に 何 も 登 録 さ れ て いな いと き は 、 メ モ 
リー モー ド に は 移行 し ませ ん 。 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 呼び 出し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 
を 表示 させ ます 。 
時 計 方 向 に 回 す と メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 が 増加 し 、 反 時 計 方 
向 に 回 す と メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 が 減少 し ます 。 
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田 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 消去 


1. ラ イト プロ テク ト 設 定 を OFF に し ます 。 
セッ トモ ー ド の 「 ラ イト プロ テク ト ( メ モリ ー 保 護 ) 機 能 の 設定 
(28 ペー ジ ) を お 読み くだ さい 
SMw 


2. IX ] キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 


3. ダ イヤ ル を 回 し て 、 消 去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 番 号 
を 選択 し ます 。 


RMw 
4. (me/ キー を 押し 、F 点 灯 中 に 4 ] キー を 押す と ビー 
ブ 音 が 鳴り 、 メ モリ ー さ れ た 周波 数 が 消去 され ます 。 
この と き 、 周 波数 表示 は 「- - - - - - 」 表示 に な り ます 。 
SMw 
5. こ の 状態 で ダイ ヤル を 回 す と メモ リー モー ド に 、 Vz 1 
キー を 押す と VFO モ ー ド に 戻り ます 。 メ モリ ー チ ャ ン 


SMw 


ネル に 何 も 書き 込ま れ て いな いと き は 、 2] キー を 押 
し て VFO モ ー ド に 戻り ます 。 


[参考 ] メモ リー を 消去 し て 、「- ----- 」 表示 の 状態 で 、【m 


キー を 押し 、「 点 灯 中 に vw ] キー を 押す と 、 消 去 し た 
メモ リー 内 容 を 復 施さ せる こと が で きま す 。 
た だ し 運用 モー ド を 変更 する と 復帰 は 不可 能 と な り ます 。 


較 メモ リー 可能 な 項目 


メモ リー チャ ン ネ ル に は 、 下 記 の 内 容 を 記憶 する こと が で 
波数 
・ シフ ト 周 波数 


・ シ フト 方 向 ま た は スプ リッ ト 設 定 


・ ト ー ン エン コー ダ 周 波数 
~ トー ン デ コー ダ 周 波数 
・ ト ー ン エン コー ダン デコ ー ダ 設定 


きま す 。 


4.7 受信 する に は 


1. 音 量 を 調整 し ます 。( 馬 16 ペ ー ジ ) 
ら . ス ケル チ を 調整 し ます 。( ロ 17 ペー ジ ) 


3. 希 望 の 周波 数 を 選択 し ます 。( 還 18 ペー ジ ) 
希望 の 周波 数 で 信号 が 受信 され る と 、 デ ィ ス プレ イ の BUSY が 
点灯 し 信号 の 強 さ に 応じ て 、S メー ター が 点灯 し ます 。 ま た こ 
の と き 、 緑 色 の LED が 点灯 し ます 。 


一 モニ ター 機能 

受信 信号 が 弱かっ た り 、 途 切れ た り し て 聞き づら いと き に スケ 

ル チ を 一 時 的 に 解除 する 機能 で す 。 

・ MONI キ ー を 押し て いる 間 だ け ス ケル チレ ベル の 設定 状態 に 
関係 な く ス ケル チ 動 作 が 解除 され 、 ス ピー カー か ら 音 が 聞こ 
えま す 。 

・ トー ンス ケル チ 機 能 が 設定 され て いて も 、 こ の 機能 を 使う と 
スケ ル チ を 解除 する こと が で きま す 。 


4.8 送信 する に は 


1. 希 望 の 周波 数 を 選択 し ます 。 


ら 6.PTT キー を 押す と 、 赤 色 の TX ラン プ が 点灯 し 送信 状態 


と な り ま す 。 


3.PTT キー を 押し な が ら 本 体 前 面部 の 内 蔵 マ イク に 向かっ 


て 普通 の 大 き さ の 声 で 話し ます 。 


4.PTT キ ー を は な す と 送信 が 終了 し 受信 状態 に な り ま す 。 


・ 送信 周波 数 範囲 外 で PTT キー を } 


す と ディ スプ レイ に 


| gf チ 」 が 表示 され ます 。 こ の 状態 で は 送信 する こと 


は で きま せん 。 


・ 特 に シフ ト や スプ リッ ト が 設定 され て いる 場合 、 受 信 


と 送信 の 周波 数 が 異な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


送信 可能 周波 数 範囲 


VHF 144.000 一 145.995MHz 
UHF 430.000 一 439.935MHz 
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第 5 章 便利 な 機能 


動 的 に 受信 周波 数 を 切り 替え て 、 信 号 の 出 て いる と ころ を 探 
し 出す 機能 で す 。 

スキ ャ ン の 種類 は ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン が あり ます 。 
初期 状態 は ビジ ー ス キャ ン で す 。 

ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン の 切り 替え は セッ トモ ー ド 
で 行い ます 。 (29 ペ ー ジ ) 


ビジ ー ス キャ ン 機 能 
スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が 無く な れ ば 次 の チャ ン ネ ル に 移り 
束 紀 5 
タイ マー スキ ャ ン 
スキ ャ ン 停 止 後 、 受 信 信 号 が あっ て も 5 秘 経過 する と 次 の チャ 
ン ネ ル に 移り ます 。 


es 


・ ス キャ ン 中 は デシ マル ポイ ント が 点 減 し ます 。 

・ ス キャ ン 中 、MONI キ ー を 押す と 、 ス キャ ン が 一 時 停止 し 、 
スケ ル チ が 開き ます 。 は な す と スキ ャ ン が 再開 され ます 。 

・ ス キャ ン 中 に ダイ ヤル で スキ ャ ン 方 向 を 変更 で きま す 。 

上 度 スキ ャ ン す る と き の ス キャ ン 方 向 は 、 最 後に 操作 し た 方 

向 に な り ま す 。 

・ ス キャ ン は MONI 以 外 の キー で 解除 で きま す 。 


較 VFUD スキャン 
VFO モ ー ド で 、 バ ンド 内 の 全 周 波数 を あら か じ め 設 定 し た ステ 
ッ プ 周波 数 で スキ ャ ン し ます 。 
SMw 


1.IV 1 キー を 押し て VFO モ ー ド に し ます 。 


2.(scxw) キー を 押し な が ら 、 ダ イヤ ル を 回 し て 表示 を 


"vVFo” に 合わ せま す 。 


3. sc) キー を は な し ます 。 
スキ ャ ン が 開始 され 、 最 後に 操作 し た 方 向 へ チャ ン ネ ルス テッ 
プ 単 位 で スキ ャ ン し ます 。 


4. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 反 
時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


5.MONI キー 以外 の キー を 押す と 、 ス キャ ン は 止ま り ま す 。 


較 プ ログ ラム スキ ャ ン 

スキ ャ ン す る 範囲 の 上 限 と 下限 を 設定 し て 、 そ の 範囲 内 を スキ 
ャ ン し ます 。 設定 し た 上 限 、 下 限 の 周波 数 を プロ グラ ムチ ャ ン 
ネル と 呼び ます 。 本 機 は 5 組 の プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル を 登録 で 
きま す 。 設定 方 法 の 詳細 に つい て は 「 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 書 
き 込 み 」 ( 馬 19 ペ ー ジ ) を お 謗 み くだ さい 。 あ ら か じ め 登 録 し 
て お か な いと 、 以 下 の 操作 は で きま せん 。 

G59Mw 


1.IV4 1] キー を 押し て VFO モ ー ド に し ます 。 


ら .(scw/ キー を 押し な が ら 、 ダ イヤ ル を 回 し て スキ ャ ン を 
開始 し た い プ ログ ラム チャ ン ネ ル を 選択 し ます 。 


3. (ee ツ キー を は な し ます 。 


「A] 側 を 選ぶ と 「A] 側 か ら 「Db」 側 へ 、「b] 側 を 
側 か ら 「Al 側 に 向け て スキ ャ ン を 開始 し ます 。 


4. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 反 
時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


5.MONI キー 以外 の キー を 押す と 、 ス キャ ン は 止ま り ま す 。 


選ぶ と 「Db] 


較 メ モリ ー ス キャ ン 
あら か じ め メ モリ ー チ ャ ン ネ ル に 書き 込ん で お いた 周波 数 だ け 
を スキ ャ ン し ます 。 
SDMw 


1 4 1] キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 
2. (scx キー を 押し ます 。 
[mEmorY」 が 表示 され ます 。 


3. (eee キー を は な し ます 。 
メモ リー スキ ャ ン が 開始 され ます 。 


4. ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 す と アッ プ 方 向 に スキ ャ ン し 反 
時 計 方 向 に 回 す と ダウ ン 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


5.MONI キ ー 以 外 の キー を 押す と 、 ス キャ ン は 止ま り ま す 。 
[参考 ] 本 機 に メモ リー スキ ッ プ (特定 の チャ ン ネ ル を スキ ャ ン か 


ら 除 外す る ) や 、 メ モリ ー バ ンク (メモ リー チャ ン ネ ル を 
グル ー プ 分 け す る ) 機 能 よ あり ませ ん 。 


(me/ を 約 1 秒間 押し 続け て 、 キ ー ロ 
えま す 。 


切り 替 


使用 時 や 携帯 時 に 誤っ て 操作 され る こと を 防ぐ 機能 で す 。 


ッ ク 機 能 の ON/OFF を 


・ キー ロック 時 は 、 デ ィ ス プレ イ に ひ On マー ク が 点灯 し ます 。 


ON OFF、 キ ー 


ッ ク 時 で も 、PTT、MONI キ ー、VOL、SQL、 電 源 の 
ッ ク の 解除 の 難 操作 が 可能 で す 。 


5.3 プラ イオ リティ 機能 


ら つ の 周 ) 


ミル 
o EX 


ネル を 0.5 秒 受信 し 、 信 号 の 有無 を チェ ッ ク し ます 。 


反 数 を 交 旦 に 受信 し 、 待 ち 受け 効率 を よく する 機能 で 


定 周波 数 を 5 秒 受信 する ご と に 、 プ ライ オリ ティ チャ ン 


io 

1.\V4.] キ ー を 約 1 秒 押し 続け 、 プ ライ オリ ティ を 開始 し 
ます 。 
プラ イオ リティ 動作 時 は 、“PRI' 表示 が 点灯 し ます 。 


el 


2. 設 定 周波 数 側 で 受信 中 に 4 ] を 押す と 解除 され ます 。 


参考 


・ プ ライ オリ ティ 


チャ ン ネ ル に デー タ が 書き 込 3 


よれ て い 


な い 場 合 は 無効 
な り ま せん 。 


音 が 


・ プ ライ オリ ティ 


チャ ン ネ ル 側 で 受信 し た 場合 で + 


5 秒 後に 設定 周 ) 


皮 数 側 に 戻り ます 。 


も 可能 で す 。 


人 つて 、 プ ライ オリ ティ 動作 に は 
・ プ ライ オリ ティ 動作 中 は 、 ス キャ ン は で きま せん 。 


も 最大 


・ 設定 周波 数 は 、VFO、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の どちら で 
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5.4 トー ンス ケル チ 及 び 関 連 機能 


トー ンス ケル チ 機 能 は 、 自 局 で 設定 し た トー ン 周 波数 が 、 相 手 

の トー ン 周 波数 を 受信 し た と き に 一 致し て いれ ば 、 ス ケル チ が 

開く 機能 で す 。 あ ら か じ め 親 し い 局 と 同じ 設定 を し 合っ て お く 

こと で 、 待 ち 受け 受信 を 快適 に 行え た り 、 業 務 通 信 の 一 部 で 特 

定 の 局 を 狙っ て 受信 する こと が で きま す 。 

(eZ キー を 押し 、F 点 灯 中 に キー を 押し ます 。 

"T' が 点灯 し 、 ト ー ン 周波 数 が 表示 され ます 。 

2. ダ イヤ ル を 回 し て トー ン エ ンコ ー ダ 周波 数 を 選択 し ます 。 

本 の 430MHz の 標準 的 な リピータ ー は 88.5(HzZ) で す 。 リ ピー 
ター を アク セス する だ け な ら 、 こ こ で PTT を 押す か 5 秒 放置 し て 
設定 を 終了 し 、 シ フト 、 ス プリ ッ ト 機 能 ( 品 25 ペー ジ ) を ご 参照 
くだ さい 、。 

3. ト ー ン 周波 数 表示 中 に キー を 押し ます 。 
TSQ'” が 点灯 し 、 ト ー ン 周波 数 が 表示 され ます 。 

4. ダ イヤ ル を 回 し て トー ン デ コー ダ 周 波数 を 選択 し ます 。 
トー ン エ ンコ ー ダ と 違う トー ン 周 波数 を 選択 する と 、 ト ー ン エン 
コー ダン デコ ー ダ で 、 違 う トー ン 周 波数 を 設定 で きま す 。 海外 の 
リピ ー タ ー や 業務 通信 で 使わ れ ま す が 、 通 常 は 変更 する 必要 は あ 
り ま せん 。 


5.PTT を 押す か ら 5 秒 放置 し ます 。 
設定 が 反映 され 、 ト ー ン スケ ル チ 運 
6. 上 記 1 4 を 繰り 返し 、4 の 状態 で キー を 押し ます 。 
[xx」 の 表示 後 、 も う 一 キー を 押す と 、OFF と 表示 


され ます 。OFF の と き に PTT を 押す か 5 秒 放置 する と 、 ト ー 
ンス ケル チ を 解除 し ます 。 


ーー 


が で きま す 。 


7. 「xx」 表示 中 に PTT を 押す か ら 5 ら 秒 放置 する と 、 逆 トー 
ンス ケル チ 機 能 に 入り ます 。 解除 する と き は 上 記 を 繰り 
返し 、「OFF」 に し て くだ さい 。 


「xx」 表示 で 動作 する 逆 ト ー ン 機能 よ 、 エ ンコ ー ド 信号 の 乗っ 
た 電波 を 受信 する と スケ ル チ を 閉じ 、 エ ンコ ー ド 信号 の な い 信 
号 を 受信 する と スケ ル チ が 働く 機能 で す 。 
アマ チュ ア 無 線 通信 で は 使い ませ ん が 、 ワ イド バン ド 受 信 で 聞 
く こ と が で きる タク シー 無線 (450 453MHz 帯 ) で 、 基 地 局 
が 常に 発信 し て いる 無 変 調 信号 に トーン を 合わ せ て 設定 する と 、 
声 だ けが 聞こ え 、 耳 障 り な 無 変調 ノイ ズ を カッ ト で きま す 。 

トー ン 周 波数 は 次 で 説明 する トー ンス キャ ン 機 能 を 使っ て 探知 
で きま す 。 


5.5 トー ンス キャ ン 機 能 
受信 電波 に 含ま れる トー ン 周 波数 を 自動 的 に 探し 出す 機能 で す 。 


1.VFD モ ー ド で 、 ト ー ン を 使う 信号 の 出 て いる 周波 数 に 合 
わせ ます 。 


ら . scxw) キー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 し て 、 表 示 を 
"tone” に 合わ せま す 。 


3. (ecx キー を は な し ます 。 
トー ンス キャ ン が 開始 され 、 ト ー ン 周波 数 表示 が 変わ っ て いき 


トー ン が 発見 され る と 、 ビ ー プ 音 が 鳴り トー ンス キャ ン が 停止 


"コー ダ 周 波数 が 発見 され た トー ン 周 波数 に 
更 さ れ ま す 。 


動 的 に 変 


4. キー を 押し て 、VFO モ ー ド に 戻り ます 。 
トー ン が 見 つか ら な い 場 合 で も 、 い つま で も スキ ャ ン し 続け ます 。 


中 断 し た い 場合 、 あ る い は 停止 し た い 場 合 も 、 キー を 
押し て くだ さい 。 


5.6 シフ ト 、 ス プリ ッ ト 機 能 


アマ チュ ア 無 線 通 信 で 使わ れる 、 リ ピー ター を 介し た 交信 な ど で 
使う 機能 で す が 、 日 本 の 標準 的 な リピ ビーター 設定 は セッ トモ ー ド 
の リピ ー タ ー 機 能 を 併用 する と 便利 で す 。 


シフ ト 機 能 


3「\U[ 


受信 周波 数 に 対し て 、 送 信 周 波数 を ずら し 
て 運用 する 機能 で す 。 
VFO 


スプ リッ ト 機 能 


ビー ド で 受信 し て 、 メ モリ ー モ ー ド で 送 
、 ま た は その 逆 の 動作 を する 機能 で す 。 


(Pe/ キー を 押し 、F 点 灯 中 に キー を 押し て いく と 次 
の よう に 表示 が 変わ り ま す 。 

「+」 「-」 + -」 
"シフ ト 周 波数 ' 一 "シフ ト 周波 数 ' 一 "シフ ト 周波 数 " 一 "SPLIT' 
h | 


いら 上 


シフ ト 、 ス プリ ッ ト 設 定 に よっ て 、 送 信 周 波数 が 送信 禁 
止 周 波数 に な る と き は ディ スプ レイ に “oFF'" と 表示 さ 
れ 、 送 信 で きま せん 。 

名 「-] (マイ ナス )、 半生 (GR 


5.7 簡易 盗聴 器 発見 機能 


還 需 で 使わ れ そ うな 周波 数 を 自動 的 に スキ ャ ン し て 、 盗 聴 電 
を 探知 する 機能 で す 。 
盗聴 器 が ある と 判断 する と 、 デ ィ ス プレ イ と 警告 音 で 知ら せま す 。 


較 


注意 9 イヤ ホン は 使用 し な い 
で くだ さ 


1.VFO モ ー ド で FM 放送 の バン ド (WFM と 表示 され ます ) 
に 合わ せま す 。 


ら . ダ イヤ ル を 約 1 秒 押 し 続け ます 。 
ディ スプ レイ に 「 @ | が 点灯 し 、 自 動 的 に スキ ャ ン を 開始 し 
まう 条 0 
が 点滅 し 、 スキ ャ ン が 停止 じ ます 。 周 囲 の 音 が 本 機 の スピ ー カ 
か ら 聞 こえ て くれ ば 、 盗 聴 器 が 仕掛 けら れ て いる 可能 性 が あり 
ます 。 


3. ダ イヤ ル を 押し て 、 音 量 を 調整 で きる よう に し ます 。 
八 ウ リン グ の 音 ( キ ー ン 音 ) が 本 体 の 向き で 発生 する よう に 音量 
を 調整 し 、 盗 聴 器 を 探し 出し ます 。 
この と き ス ピー カー の 開口 部 を ぶさ が な いで くだ さい 


4. 再 度 、 ダ イヤ ル を 約 1 秒 押し 続け ます 。 
この 機能 が 解除 ぐれ ます 。 


・ こ の 機能 は 簡易 的 な も の で 、 セ キュ リティ の 安全 を 保 
障 す る も の で は あり ませ ん 。 
・ 誤動作 で スキ ャ ン が 止ま る 場合 が あり ます 。 
・ 弊社 で は 、 盗 聴 器 発見 サー ビス 等 は 行っ て お り ま せん 。 


参考 | ・ 次 聴 発 1 詳細 は セッ ト 
モー ド の 「 簡 易 盗聴 器 発見 機能 の 感度 設定 ] ( 員 の 7 ペ 

ー ジ ) を お 読み くだ さい 。 

・ 本 機 で は 、 以 下 の 周波 数 以外 の 盗聴 器 は 探知 で きま せん 。 


398.605、3989.455、138.970、3989.030、 
400.000、397.850、140.000、3989.605、 
398.640、134.000、3989.850、389.000、 
134.900、139.960、139.600、148.000 
(周波 数 単位 MHZ) 
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第 6 草 セッ トモ ー ド 


定 す る こと が で きま す 。 


6.1 セッ トモ ー ド 一 覧 
① ボ リュ ー ム レベ ル 変 更 機能 


アン テ ナ の 設定 機能 

③ レ ビー ター 機能 の 設 

④ 簡 易 盗聴 器 発見 機能 の 感度 設定 
⑤APO( オ ー ト パワ ー オ フ ) 機 能 の 設 

⑥ バ ッ テ リ ー セ ー ブ 機 能 の 設 
⑦BEEP( ビ ー プ ) 機 能 の 設定 
⑧BELL( ベ ル ) 機 能 の 設 

⑨ ラ イト プロ テク トト (メモリー 保護) 機能 の 設 
⑩ ス キャ ンタ イプ 切り 替え 機能 

⑪ 電 波 型式 の 設 


本 機 で は セッ トモ ー ド を 使用 し て 色々 な 機能 を 用 途 に 応じ て 設 


6.2 セッ トモ ー ド の 設定 方 法 


1.(e/ キー を 押し 、「 点灯 中 に ダイ ヤル を 押し ます 。 
セッ トモ ー ド に 切り 替わり ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 押す ご と に 項目 が 順次 変わ り ます 。 


MONI キ ー を } 


す と 逆 の 順に 変わ り ま す 。 


3. 設 定 し た い 項 目 で 、 ダ イヤ ル を 回 し て 設定 内 容 を 変更 し 


ます 。 


4.PTT キ ー を 押し て 、 設 定 を 終了 し ます 。 


6.3 セッ トモ ー ド で 設定 で きる 機能 


本 機 の セッ トモ ー ド で 設定 する こと が で きる 機能 は 次 の と お り 
で ' す 。 
それ ぞ れ の 機能 に つい て 説明 し ます 。 


① ボ リュ ー ム レベ ル 変 更 機能 
オプ ショ ン の イヤ ホン な ど を 使用 する と き に 、 音 が 大 きす ぎる 
場合 に ボリ ュー ムレ ベル を 全体 的 に 下げ る 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 初期 値 の 「 ヵ alsE 」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り 、 ボ リュ ー ム レベ ル の 
ログ Lo が 切り 替わり ます 。 


[HivoLUmE」 一 「LovoLUmE」 

{ ] 

加計 イヤ ホン を 使用 し た 状態 で ボリ ュー ムレ ベル の 変更 は し な 
いで くだ さい 。 大 き な 音 で 耳 を 痛め る 可能 性 が あり ます 。 


⑥ ア ン テ ナ の 設定 機能 
本 機 は 受信 する 周波 数 帯 に 応じ て アン テ ナ の 種類 の 切り 替え が 
KGbascSWe 明 
本 機 の アン テ ナ に は 下記 の 種類 が あり ます 。 


バー アン テ ナ : 本 体内 蔵 の アン テ ナ で す 。AM ラ ジオ 帯 と 
短波 放送 を 受信 し ます 。 他 の アン テ ナ に は 
切り 替え で きま せん 。 

イヤ ホン アン テ ナ : イヤ ホン の コー ド が アン テ ナ に な り ま す 。 

FM ラジオ 放送 受信 の み 有 効 で す 。 

外部 アン テ ナ : 付属 の へ リカ ルアン テ ナ 、 ま た は 市 販 の ア 

ン テ ナ が 使用 で きま す 。10MHz より 上 の 

周波 数 帯 を 受信 し ます 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 5」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 、 ア ン テ ナ を 外部 アン テ ナ か イヤ ホン 
アン テ ナ に 切り 替わり ます 。 


「SmA] ーッ 「EAr」 
| | 


③ レ ビー ター 機能 の 設定 
レビ ー タ ー の 設定 が 簡単 に 反映 され ます 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 : 奉 」 が 表示 され ます 。 

6. ダイ ヤル を 回 す と 、 レ ビー ター 機能 の ON 0FF が で き 
ます 。 
この 機能 を ON に ける と 、 "が 点灯 し ます 。 


メモ リー チャ ン ネ ルモード の 、“AL' 、“AH' で 設定 し た 周波 数 
内 に 来る と 自動 的 に あら か じ め 設 定 し て お いた トー ン や シフ ト 
の 値 が 自動 的 に 反映 され ます 。 


④ 簡 易 盗 聴 器 発見 機能 の 感度 設定 
簡易 盗聴 吉 発 見 機能 動作 時 の 探知 感度 を 、1 ( 高 ) 一 5( 低 ) か ら 選 
択 で きま す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 5 人 7 3] が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 、 探 知 感度 を 変更 で きま す 。 
初期 値 は 、3 で す 。 


時 還 感度 を 高く し 過ぎ る と 、 誤 動作 を 起こ し や すく な り ま す 。 


ささ 
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⑤APO( オ ー ト パワ ー オ フ ) 機 能 の 設 
電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ に よる 電池 の 消耗 を 防ぐ 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 な 所 。 」 が 表示 され ます 。 

らら. ダイ ヤル を 回 す と 表示 が 変わ り 、APO0 機 能 の ON 
OFF と 、 時 間 設 定 が で きま す 。 

IOFF」 つ 「30」 一 「60」 一 「80」 
{ | 

APO が 点灯 し て いる と き 、 設 定 し た 時 間 無 操作 状態 が 続く と 、 
ビー プ 音 が 鳴り 自動 的 に 無線 機 の 電源 が 切れ ます 。 再び 電 源 を 
入れ る に は 、 も う 一 度 電源 スイ ッ チ を ON に し て くだ さい 。 


[参考 ] APO は 信号 を 受信 し て も 延長 され ませ ん 。 キ ー 操 作 の み 
で 延長 され ます 。 


⑥ バ ッ テ リ ー セ ー プ 機能 の 設定 
電池 の 無駄 な 消耗 を 防ぐ た め 、 キ ー 操 作 を し な い 状 態 や 信号 を 
受信 し な い 状 態 が 5 秒間 以上 続く と 、 一 定 の 比率 で 機器 を 休止 
状態 に し 、 電 池 の 消 耗 を 防ぐ 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 85 」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 「 BS 」 が 点 灯 、 消 灯 し バッ テリ ー セ 
ー ブ の ON OFF が 切り 替わり ます 。 

・ 工場 出荷 時 は ON に 設定 され て いま す 。 

・ 信号 を 受信 し た り 、 操 作 が ある と バッ テリ ー セ ー づ 動作 は 一 
時 的 に 解除 ぐれ ます 。 
・ ス キャ ン 動 作 中 も 、 バ ッ テ リ ー セ ー ブ は 働き ませ ん 。 
・ 休止 状態 の と きも 、LCD の 表示 は 点灯 し て いま す 。 


⑦②BEEP( ビ ー プ 機能 の 設 
操作 時 に ビー プ 音 を 鳴ら す 機 能 で す 。 キ ー 操 作 や 設定 動作 を 知 
ら せ る 音 が うる さい と き は 、OFF に し て くだ さい 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 。5EFEP 」 が 表示 され ます 。 
. ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り ビ ー プ 音 の ON/OFF が 
切り 替わり ます 。 
oFF BEEP つ onBEEP 
た ーーー 


BELL( ベ ル ) 機 能 の 設 
相手 局 か ら 呼 び 出さ れ た こと を ベル 音 で 知ら せる ポケ ッ ト ベ ル 
の よう な 機能 で す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 gELE 」 が 表示 され ます 。 

6. ダイ ヤル を 回 す と 「 9 ] が 点灯 、 消 灯 し 、BELL 機 能 
の ON OFF が 切り 替わり ます 。 
信号 を 受信 する と 「BELL] が 点 減 し 、 ベ ル 音 も 鳴り ます 。 
PTT キ ー を 押す と BELL 機能 が 解除 され ます 。 


⑨ ラ イト プロ テク ト ( メ モリ ー 人 保護) 機能 の 設 
登録 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル を 別 の 内 容 に 上 書き し た り 、 
肖 去 し た りす る こと を 禁止 し 、 メ モリ ー 内 容 を 保護 する 機能 で 
。 空き チャ ン ネ ル の 書き 込み は この 設定 に か か わら ず 常 に 行 
えま す 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「。PrgEE」 が 表示 され ます 。 
らら. ダイ ヤル を 回 す と 、 ラ イト プロ テク ト 機 能 の 0N OFF 
が で きま す 。 
「onProtCt」 一 「oFFProtCt」 
{ | 


ペン 


この 機能 を "oOFF_ に し た 状態 で 、 リ セッ ト を する と オー 
ルリ セッ ト と な り 登 録 し た メモ リー 内 容 が 全て 消去 され 
ます の で ご 注意 くだ さい 。 初 期 値 は on" で メモ リ は 保 
護 さ れ て いま す 。 


⑩ ス キャ ンタ イプ 切り 替え 機能 
タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ ン を 切り 替え ます 。 


il 
TH 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 595『 ] が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 表示 が 変わ り ス キャ ンタ イプ の 設定 を 
切り 替え る こと が で きま す 。 


BUSY - timEr 
人 


⑪ 電 波形 式 の 設定 

電波 形式 を FM ある い は AM に 変更 する 機能 で す 。 
WFM に 変更 する こと は で きま せん 。 
あら か じ め 、VFO モ ー ド の チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 (18 
ペー ジ ) を 参考 に 、 目 的 の 周波 数 帯 で 使わ れ て いる ステ ッ プ に 切 
り 替 えて くだ さい 。 


1. デ ィ ス プレ イ に 「 』jE 」 が 表示 され ます 。 
ら . ダ イヤ ル を 回 す と 、FM と AM が 切り 替わり ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ が “Auto' の 場合 、 表 示 が 
Ssed "と な り モ ー ド の 変更 は で きま せん 。 
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第 7 草 クロ ー ン 機能 きぬ が 5 フ て . ピ 3 


クロ ー ン 機能 と は 、 ら 台 の 無線 機 を ケー ブル で 接続 し 、1 台 に 


設定 し て いる 情報 (メモ リー デー タ を 含 び ) を 他 ( 受 け 側 ) の 無線 機 


に 転送 し て コピ ー す る 機能 で す 。 
一 接続 方 法 


・ 図 の よう に 、 送 り 側 お よび 受け 側 の 外部 スピ ー カ ー マ イ ク 端 


講和 仙 且 の の 2 の ステ レガ ミ ピ ラウ コート で 


し ます 。 
・ ケ ー ブ ル の 接続 は 必ず 本 体 の 電源 を OFF に し た 状態 で お こ な 
っ て くだ さい 
送り 側 受け 側 
無線 機 の 外部 スピ ー カ ー 無線 機 の 外部 スピ ー カ ー 
マイ ク 端 子 へ 接続 マイ ク 端 子 へ 接続 


田 デ ー タ を 受け 取る 側 の 操作 


ーー 


.MONI キ ー を 押し な が ら 電 源 を ODN に し ます 。 


ーmr つ ーー っ 


ディ スプ レイ に 「 員 gnE 」 が 表示 され 、 ク ロー ン パ 


ビー ド に な り 


ます 。 


ら . 送 る 側 の 転送 が 完了 し た ら 、 転 送 完 了 で す 。 


3. 本 体 の 電源 を 切り ます 。 


・ ステ レオ ミニプラ グ コ ー ド は 、 内 部 抵抗 の な い 直 結 タ 
イプ を 使用 し て くだ さい 
・ ク ロー ン 機 能 で デー タ 転 送 中 に 何 か が か キ ー を 押す と 、 デ 
ー タ 転送 が 中 断 さ れ ま す 。 転 送 を 再開 する と き は PTT 
キー を 押し て くだ さい 
・ デ ー タ 転送 中 は ケー ブル を 抜か な いで くだ さい 。 ケ ー 
ブル が 抜け る と 、 送 信 側 の ディ スプ レイ に 「[ 7 計 」 
と 表示 され 、 デ ー タ 転送 が 中 断 さ れ ま す 。 

・ ク ロー ン 機 能 を 使用 し て デー タ を 転送 する と 、 受 け 側 
の デー タ 内 容 は すべ て 送り 側 の デー タ 内 容 に 置き 抱 わ 
っ て し まい ます 。 受け 側 に デー タ が ある 場合 は 注意 し 
て くだ さい 


較 デ ー タ を 送る 側 の 操作 


1.MONI| キ ー を 押し な が ら 電 源 を ON に し ます 。 
ディ スプ レイ に 「 員 gnE 」 が 表示 され 、 ク ロー ン モ ー ド に な り 
ます 。 


ら . こ の 状態 で ダイ ヤル を 押す と ディ スプ レイ に 「 5g 励 」 
が 表示 され 内 部 の 設定 情報 を 相手 の 無線 機 に 転送 し ます 。 


4. 一 度 電源 を OFF す る と クロ ー ン モー ド は 解除 ぐれ ます 。 
デー タ が 正確 に 転送 べ れ な か っ た 場合 は ディ スプ レイ に 
「 后 計 」 が 表示 され ます 。 

H 度 、 手 順 1 か ら や り 直 し て くだ さい 
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av-n 蘭 半 


te ・ mp 還 a 


第 B 章 保守 ・ 参 考 


次 の よう な 症状 は 故障 で は あり ませ ん の で 、 よ く お 確 か め に な っ て くだ さい 。 
処置 を し て も 異常 が 続く と き は 、 リ セッ ト を する こと で 症状 が 回 復 する 場合 が あり ます 。 


症状 原因 処置 
、 、 還 バッ テリ ー パ ッ ク が 接触 不良 を お こし て いる 。 | バッ テリ ー パ ッ ク 内 の 電極 の 汚れ な ど を 取り 除く 。 
電源 を 入れ て も 、 デ ィ ス プレ イ に は 何 も 表 示 二 SEENN ここ 
され な い 。 電池 が 消耗 し て いる 。 充電 を お こ な う 。 
電源 スイ ッ チ を は な す の が 早 す ぎる 。 電源 スイ ッ チ を 約 1 秒間 押し 続け る 。 
音量 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 設定 する 。 
スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な い 。 スケ ル チ レ ベル が 高 す ぎる 。 適切 な スケ ル チ レ ベル に 設定 する 。 
受信 音 が キャ ッ チ が で き な い 。 トー ンス ケル チ が 働い て いる 。 トー ンス ケル チ を 解除 する 。 


PTT キ ー が 押さ れ 、 送 信 状 態 に な っ て いる 。 PTT キ ー を は な す 。 
外部 電源 及び バッ テリ ー パ ッ ク を 取り 外し 、10 秒 以上 待っ て 


波数 表示 が 異常 に な か つて いる 。 CPU 作 動 は CMA6i か ら 取 り 付 ける 。 そ れ で も 解決 し な いと き は 、 リ セッ ト す る 。 
スキ ャ ン が で き な い 。 スケ ル チ が 開い て いる 。 スケ ル チ を 雑音 の 消え る 位置 に 設定 する 。 
還 波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル No が 切り 替わり ら な い 。| キー ロッ ク が 設定 され て いる 。 キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 
キー に よる 操作 が で き な い 。 キー ロッ ク が 設定 され て いる 。 キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 
レビ ピー ター 機能 が 使用 で き な い 。 レビ ー タ ー を 使う た め の 設定 が 間違っ て いる 。 | レビ ー タ ー の 設定 を 確認 する 。 
送信 が で き な い 。 且 生 寺 
送信 する と 、 表 示 が 点 渡し た り 消 えた りす る 。| "の 衝 し て いる < 所 
ーー PTT キ ー が 確実 に 押さ れ て いな い 。 PTT キ ー を 確実 に 押す 。 
Ra 0 き 人 WIN オフ バン ド に な っ て いる 。( シ フト 設定 時 ) | 送信 周波 数 の 範囲 で 送信 する 。 
送信 し て も 応 告 が な い 。 周波 数 が 違っ て いる 。 相手 局 の 周波 数 と 正しく 合わ せる 。 


受信 中 に 表示 が 点 減 し た り 消 えた りす る 。 電池 が 消耗 し て いる 。 充電 を お こ な う 。 


ン ネ ル デ ー タ は 消去 され ます 。 


リセ ッ ト す る と 、 各 種 の 設定 内 容 が 工場 出荷 時 の 初期 値 に 戻り ま EME-24 
す 。 ラ イト プロ テク ト 設 定 を OFF に し て いる と 、 メ モリ ー チ ャ EMS-60 
EDH-3 ら 

_ ESC-38 
1.(r ひ ee キー を 押し な が ら News ] キー を 押し て 電源 を 入れ お 
EDC-126 


ます 。 


ら 8 ディ スプ レイ に すべ て の セグ メン ト が 表示 され た 
ら New ] キー と (7 キー を は な し ます 。 


初期 状態 の VFO モ ー ド に な り ま す 。 


人 @ 華 場 出荷 時 の 初期 値 
・ VFO 周 波数 VHF 
L-UHF 
H-UHF 


AM ラジ オ : 


短波 放 送 
FM ラジオ 
7 

・ メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 数 


ヒー 
・ 昔 量 


・ ス ケル チレ ベル 
・ バ ッ テ リ ー セ ー ブ 


7 
\J 
7 
則 


司 波 数 


ト スケ ル チ 

・ ト 司 波 数 

・ オ ー ト パワ ー オ フ 
・BELL( ベ ル ) 


: 145.000MHz 

: 380.000MHz 

: 433.000MHz 
0.531MHz 

: 1.625MHz 

: 76.100MHz 

:・ 118.000MHz 
0 一 199ch(200ch) 


8.3 オプ ショ ン 一 覧 


イヤ ホン マイ ク 
スピ ー カ ー マ イ ク 
シガー ライ ター ケー ブル 
ソフ ト ケ ー ス 

イヤ ホン 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク 
充電 用 AC アダ プター 
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OO 
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8.4 申請 書 の 書き 方 


本 機 は 「 技 術 基 準 適合 証明 ] を 受け た 機械 で す 。 

トラ ン シ ー/ 一 本 体 に 貼ら れ た 「 支 術 基準 適合 証 明 ラ ベル 」]」 に 
明 番 号 が あり ます 。 (番号 は 無線 機 ご と に 異な り ま す ) 

本 機 を TNC な どの 付属 装置 を 付け な いで ご 使用 に な る 場合 は 、 
技術 基準 適合 証明 送受 信 機 と し て 申請 で きま す 。 (付属 装置 を 付 
ける 場合 は 次 の ペー ジ を 参考 に し て くだ さい ) 


(キッ 002KN キ ネネ 


回 
技術 基準 適合 証明 シー ル 


品 ! 


画 技 術 太 準 適合 証明 で 申請 
@ 押 線 局 事項 書 及 び 工事 設 


する 場合 
計 書 


1 希望 する 周波 数 の 範囲 、 空 中 線 電力 、 電 波 の 型式 


空中 線 電力 電波 の 型式 
T 


周波 数 帯 | 空中 線 電 力 電波 の 型式 
T 


4VF 
4VF 


第 1 送信 機 


第 2 送信 機 第 3 送信 機 


取 葵 増設 撤去 変更 


取 替 増設 撤去 変更 


取 葵 増設 撤去 変更 


技術 基準 適 合 証明 番号 *3 


発射 可能 な 電波 
の 形式 


V 


V 


V 


*5 


周波 数 測定 装置 


ム 有 ( 差 )@ 無 | *e 


「430 


定 


電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 。 


帯 は 「20」、 430MHz 帯 
シー ル の 技術 基準 適合 証明 
略 で きま す 。 


添付 図面 送信 


機 系 統 図 * フ 


」 と 行 を 分 け て 記入 し ます 。 


山 


は 「20] 


TN 


* ら 使用 する 空中 線 の 型式 を 記入 し ます 。 


無 ] に ひつ を つけ ます 。 


*/ 添付 を 省略 で きま す 。 


と 記入 し ます 。 


号 を 記入 し て くだ さい 


田 保 証 認定 を 受け て 申請 する 場合 


| フ マチ ュ ア 局 の 無線 設備 の 保証 認定 ] の 「 使 用 する トラ ン シ ー 
秋 適 合 証明 番号 を 記入 し て くだ 


No 


バー (送信 装置 ⑥)] に 、 技 術 大 
の UN 
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市 販 の TNC 機器 を 付け て パケ ッ 
装置 ]」 の 「 有 ] に 〇 を 付け て くだ さい 。 


通信 を する 場合 は 、「⑧ 付 居 


本 


欄 に 、 該 当 する 送信 機 番号 を 記入 し て くだ さい 


また 、 裏 の 「 付 属 装置 ] に 付属 装置 の 名 称 方 式 プ 規格 、 備 考 


記入 例 
付属 装置 の 方 式 、 規 格 例 
① 注 式 AFSK 
@ 通 信 速 謀 1200bps 


③ 周 波数 変 移 幅 | 500Hz 
(④ 副 搬送 波 周波 数 | 1700Hz 


⑤ 符 号 構成 ASCH コ ー ド と JIS コ ー ド 、AX.25 ブ プロ トコ ) 


準拠 


久 無 線 局 事項 書 及 び 工 事 設計 書 ( 裏 ) 


ら 1 希望 する 周波 数 の 範囲 、 空 中 線 電力 、 電 波 の 型式 


空中 線 電力 電波 の 型式 周波 数 帯 | 空中線 電力 電波 の 型式 


so!| 4vE 
go!.| 4vE 


* ら 


人 @ 無 線 局 事項 書 及 び 工事 設計 書 ( 裏 ) 


22 丁 事 設計 第 1 送信 機 


第 2 送信 機 第 3 送信 機 第 4 送信 機 


変更 の 種別 取 葵 増設 撤去 変更 


取 替 増設 撤去 変更 | 取 替 増設 撤去 変更 | 取 葵 増設 撤去 変更 


技術 基準 適 合 証明 番号 * き 


発射 可能 な 電波 
の 形式 
周波 数 の 範囲 


変調 の 方 式 


定格 出力 


終 了 1 
披 | 和 人 数 


管 


電 圧 V 


V 


送信 空中 線 の 型式 


周 没 数 測 証 装置 | A 有 (誤差 


その 他 の 工事 設計 | 電波 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 。 添付 図面 


※* ] 周波 数 帯 「144M] 「430M」 と 行 を 分 
* ら 空中 線 電力 144MHz 帯 
430MH2 帯 
* 3 技 適 証 明 シ ー ル の 技術 大 


は 「20] 
は 「20] と 記入 し ます 。 


拓 商 合 証明 番号 を 記入 し て くだ さい 


* ブ 発射 可能 な 電波 の 形式 、 周 波数 の 範囲 
4VF 144MHz 帯 


4VF 430MHz 帯 


変調 の 方 式 リア クタ ンス 変調 


定格 出力 0.5W 


. 細管 名 称 144MHz 帯 
430MHz 帯 2SK3078A x 1 
電 月 6.0V 
*5 送信 空中 線 の 型式 する 空中 線 の 型式 を 記入 し ま 


* 6 周波 数 測定 装置 


* / 送信 機 系 統 図 


無 ] に 〇 を つけ ます 。 
け を 省略 で きま す 。 


送信 機 系 統 図 * フ 


ナ て 記入 し ます 。 


ら SK3078A X 1 
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8.5 送信 機 系 統 図 


144.000 一 145.995MHz 
144.000 一 145.995MHz 430.000 一 439.995MHz 


人 半 世 リ 


ミタ ーー テ | vuE.vco 緩衝 増 人 励 振 増 介 


2 2SC5066FT 2SC5066FT PC2771TB 
BA4510FV 上 


MIC 


PLL 緩衝 増幅 
MB15AO1 SC5066FT 


UHF-VCO 
SC5066FT 


430.000 一 439.995MHz 


531>1620kHz、1625-9995MHz 本 外部 6.0V 訂 

76.100-89.995MHz EBP58N 半 半 

108.000 こ 169.995MHz 変調 方 式 リア クタ ンス 変調 

380.000 こ 469.995MHz 最大 周波 数 信和 +5kHz 

上 数 和 144000 こ 145.995MHz 和朗 

430.000-439.995MHz ホン イン ピー ダン ス 

還流 式 FE 

アソ テ ナ イ ン ピ ー ダ ンス 500(SMA 

MD 3.7~6.0VDC 

Emi 3.7VDC 計 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ テロ ダイ ン 

了 2 部 DC6.0V 時 VHF 約 028A、UHF 約 0.32A F 5085MHz 
3.7V(EBP.58N 時 VHF 約 0.25A、UHF 約 0.30A F 450kHz(NFM、10.7MHZWFM 

区 講 促 衝 編 | 約 70mA (12dB SNAD) | -15.0dBu 以 (VHF/UHP) 

待 5 股 約 50mA 還 -60B 12kHz 必 上 (AM/FM、 200kH2 上 (WFM 

福 


同 波数 範 


人 ルッ テリ ー セ ー. 対 | 約 19mA ー ー-60dB 35kHz 以 下 (AM/FM)、 300kHz 以 上 (WFM) 
-7~+3ppm(-10-60C) 低 由 出 100mW 以 上 (MAX%) 

(除く) 58(W)x96(x14.5D) mm _ 90mW 以 上 (109 倫 み 80) 
約 102g(EBP-58N 装 着 時 スリ アス 訪 書 比 60dB 以 上 


スケ ル チ 感 度 約 -16dB/ 以 下 
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DJ-C7 を より 便利 に お 使い いた だ く た め に 


この 度 は 弊社 D 』- C 7 を お 買い 求め いた だ き 、 誠 に 厚く 御礼 を 申し 上 げ ま す 。 
本 書 は DJ-C7 の 機能 を 実際 の 使用 に 沿っ て 追加 説明 し 、 よ り 一 層 快 適 に お 使い いた だ く こ と を 目的 に 
作成 致し まし た 。 取り 扱い 説明 書 と 合わせ て ご 覧 下さ い 。 


1 . レビ ピー ター を 介し て 交信 する 

> 取り 扱い 説明 書 便利 な 機能 P.24,25 / セ ッ ト モ ー ド P.27,28 

D J - C 7 で は 4 3 0 MHz 帯 アマ チュ ア 無 線 バン ド で 中 継 器 を 介し た 交信 が 可能 で す 。 日 本 で 許可 され 
て いる 4 3 0 MHz 帯 レ ピー ター は 、 現 在 8 8. 5Hz の CTCSS ト ー ン と 5 MHz の マイ ナス シフ ト 
を 無線 機 に 設定 する こと で アク セス が 可能 に な り ま す 。DJ-C7 で は 、 こ れ ら の 設定 が レビ ー タ ー 周 波 
数 に 入る と 自動 的 に 反映 され る VF O オー ト プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル メ モリ ー を 搭載 し て いま す 。 


STEP 1 :VFO モ ー ド に 88. 5Hz トー ン と マイ ナス ・ シ フト を 設定 する 


まず VF O モー ド で 周波 数 を 4 3 9 . 0 2 0MHz に 合わ せ て 下さ い 。BAND キ ー を 押し な が ら 操 
作 す る と MHz 単位 で 周波 数 が 早送り 出来 て 便利 で す 。F UNC キー を 押し 、 表 示 に F マー ク が 点灯 し て 
いる 間 に SCAN キー を 押し ます 。8 8 . 5 と T の 表示 が 出 た ら 、P TT キー を 押す か 5 秒 ほ ど 放 置 し 、 
新しい 設定 を 確定 し て V F O モー ド に 戻っ て くだ さい 。 

次 に F UNC キ ー を 押し 、F マー ク が 表示 され て いる 間 に BAND キ ー を 押し ます 。5 . 000 が 表 
示さ れ ま す 。 5 . 0 0 0 点灯 中 に B A N D キー を 押し 、 マ イナ ス の マー ク だ けが 表示 され る よう に 設定 し 、 
PTT キー を 押す か 5 秒 放 置 し て VF O モ ー ド に 戻っ て 下さ い 。 5 MHz の シフ ト も 初期 設定 値 で す の で 
シフ ト 方 向 を 設定 する だ け で す 。 正しく 設定 され て いれ ば 表示 は 4 3 9 . 020, マイ ナス マー ク 、T マ 
ー ク 、F M、BS と な っ て いま す 。 


STEP 2 : オー ト プ ロ グラ ムチ ャ ン ネ ル メ モリ ー を 設定 する 


この 状態 で も 周波 数 さえ 合わ せれ ば レビ ピーター を 介し た 交信 が 可能 に な り ま す が 、 常 に 送信 周波 数 が 
マイ ナス 5 MHz に な る た め 通 常 の シン プレ ックス で は 交信 が 出来 な く な り 面 倒 で す 。 そ こ で オー ト プロ 
グラ ムチ ャ ン ネ ル メ モリ ー を 活か し て 一 層 便 利 に 使い まし ょ う 。 こ れ は 一 定 の 範囲 に VF O 周波 数 が 入っ 
た 時 、 予 め 決 め て お いた 設定 を 自動 的 に 反映 させ る 機能 で す 。 日 本 の 4 3 0MHz レビ ー タ ー シ ス テム で 
は 標準 バン ド プ ラン が 439.020 か ら 439.980MHz で すか ら こ の 範囲 に 設定 し て み ま し ょ う 。 

まず メモ リー を 保護 する ライ ト プロ テク ト 機能 を 解除 し ます 。F UNC キ ー を 押し 、F マー ク 点灯 中 
に ダイ ヤル を 押し セッ ト モー ド に 入っ て 下さ い 。 ダ イヤ ル を 押す 事 に メニ ュー が 変わ り ま す 。OnProtCt 
の 画面 で ダイ ヤル を 回 す と oFFProtCt に な り ま す 。 P T T キー を 押す か 5 秒 放 置 し て VF O モー ド に 戻っ 
て 下さ い 。 画面 は 何 も 変わ り ま せん 。F UNC キー を 押し て 下さ い 。F マー ク と OO 点滅 が 表示 され ます か 


ら 反 時 計 方 向 に 3 クリ ッ ク 、 ダ イヤ ル を 回 し て A- L を 表示 させ 、V プ M キ ー を 押し ます 。 ピ ッ と 音 が 鳴 
り 元 の V F O 画 面 に 戻り ます 。 次 に ダイ ヤル を 回 し 周波 数 表示 を 4 4 0 . 0 0 0 に 合わ せま す 。「 え 、4 3 
9. 980 で し ょ ? 」 そ の 通り 。 ち ょ っ と トリ ッ キ ー な の で す が 、DJC7 の ソフ トウ エア は 「 以上 、 未 
満 」 で 数 字 を 認識 し ます 。 で すか ら 439.980 で 登録 する に は ワン ステ ッ プ 上 の 4 40.000MH 
z で 書き 込み を し て 下さ い 。 そ れ と 、 上 の 側 の 周波 数 で は T と マイ ナス の 設定 を 解除 し て 下さ い 。 先 ほど 
の 要領 で 、F UNC キ ー と SCAN キー を 操作 し 、OFF と 表示 され る と ころ で 確定 し て T マー ク を 、F 
UNC と BAND キ ー を 操作 し て マイ ナス マー ク を 消し て 下さ い 。FM, 439. 980, BS と だ け 表 
示さ れ た V F O 画面 に 戻っ たら F UNC キ ー を 押し 、 ダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 1 クリ ッ ク し て A- 昌 を 表示 
させ V プ M キ ー を 押し ます 。 こ の 状態 で も まだ 表示 は 先ほど と 変わ り ま せん 。 

最後 の 設定 は レビ ー タ ー 機 能 の O N で す 。F UNC キー を 押し 、F 表示 中 に ダイ ヤル を 押し て セッ ト 
モー ド に 入り 、 ダ イヤ ル を 押し て r P t と 表示 され る メニ ュー で ダイ ヤル を 回 し て * マー ク を 表示 させ 設 
定 を 確定 し て 下さ い 。* マー ク が 表示 され て いた ら OK で す 。 


STEP 3: 運用 し て みる 


ダイ ヤル を 回 し て 一 度 設定 範囲 か ら 外れ た 周波 数 に 行き 、 範 囲 内 に 戻っ て み ま し ょ う 。 設 定 が 上 手 く 出来 
て いれ ば 、 範 囲 内 周波 数 を 選択 する と 自動 的 に マイ ナス と T マー ク が 表示 され ます 。 近 く の レ ビー ター 局 
の 周波 数 に 合わ せ 、 交 信 が 行わ れ て 居 な いこ と を 確認 し て 短く 自 局 の コー ル サ イ ン を アナ ウン ス し ます 。 
アク セス が 出来 て いれ ば 受信 に 戻っ た 直後 に ピー ター テー ル と 呼ば れる キャ リア 信号 か 、C W 又 は 音声 
に よる 1 D 信 号 が 受信 出来 ます 。 レ ビー ター を 介さ な い シ ンプ レッ クス QS O に 戻る の も 簡単 、F UNC 
キー と ダイ ヤル プッ シュ で セッ ト モー ド に 行き 、r Pt メニ ュー で ダイ ヤル を 回 し て *※ マ ー ク を 消す だ け 
で す 。 メ モリ ーA-L プ A- 日 の 設定 を 変え な い 限 り 、 こ の 方 法 で 快適 に レビ ー タ ーQSO が 楽し め ま す 。 


2. プラ イオ リティ チャ ン ネ ル を 活用 し よう 


いつ も 仲間 が 出 て くる チャ ン ネ ル や 、 声 な じみ の 局 が 多い レビ ー タ ー チ ャ ン ネ ル は 、 別 の チャ ン ネ ル を 運 
用 中 で も 気 に な る 物 で す 。 プ ライ オリ ティ 機能 を 使え ば 5 秒 に 一 度 、 自 動 的 に この 気 に な か る チャ ン ネ ル を 
モニ ター 出来 ます 。 設 定 は 簡単 、 気 に な る 周波 数 を VF O モー ド で 合わ せ 、F UNC キー を 押し 、 ダ イヤ 
ル を 回 し て Pri と 表示 が 出 た と ころ で V プ M キ ー を 押す だ け で す 。 操 作 も ラク ラク 、 プ ライ オリ ティ 周波 
数 と は 別 の チャ ン ネ ル を 運用 中 に V プ M キ ー を 2 秒 ほ ど 押 し 、 表 示 に PRI と 出 た ら OK で す ( 解除 は 同 
じ 動作 の 繰り 返し )。5 秒 に 1 度 、0 . 5 秒 ほ ど 音 が 途切れ る 、 プ ライ オリ ティ を 解除 し な いと 別 の バン ド 
に 移 れ な か っ た り 普通 の スキ ャ ン が 出来 な か っ た りす る と いっ た 制限 は 有り ます が 、 ラ グチ ュー を し な が 
ら ロ ー カ ル ・ レ ピー ター や クラ ブチ ャ ン ネ ル の アク ティ ビ テ ィ を モニ ター 出来 る の は 便利 ! 


3 . トー ン ・ ス ケル チ 機 能 を 使い こなす 
> 取り 扱い 説明 書 便利 な 機能 P.24,25 / セ ッ ト モ ー ド P.27,28 


DJ-C7 に は トー ン ・ エ ンコ ー ド 、 ト ー ン ・ デ コー ド 、 逆 トー ンス ケル チ の 3 つの CTCSS 信号 モー 
ド が 搭載 され て いま す 。 


ネ 


トー ン ・ エンコード : レビ ピー ター アクセス に 使う 、 送信 信号 に CTCSS 信号 を 「 乗せ る だ け 」、 
の 機能 で 「 T 」 マ ー ク だ けが 表示 され ます 。 人 の 耳 に 聞こ える か 聞こ えな いか 、 と いう 低い 周波 
数 で す が レ ビー ター な どの 機器 は これ を 聞き 分 け て トー ン が 合致 し た 信号 だ け を 有効 と し て 動 
作 を し ます 。 設 定 の 方 法 は 「 レビ ピー ター を 介し て 交信 する 」 の STEP 1 で 説明 し まし た 。 
トー ン ・ デ コー ド : これ は CTCSS の 乗っ た 信号 を 受信 し た と き 、 ど の トー ン が 乗っ て いる か 
どう か を 「 解読 する 」 機 能 で す 。「 レビ ピーター を 介し て 交信 する 」 の STEP 1 の 操作 の 後 、 も 
う 一 度 S CA N キー を 押し 、 表 示 が 「 T . SQ 」 と な る よう に 設定 すれ ば 、D J - C 7 の 場合 は 
トー ンス ケル チ 機 能 と し て 動作 し ます 。 こ れ は 、 特定 の CTCSS の 乗っ た 信号 を 受信 し た と き 
だ け ス ケル チ を 開い て 音 を 出す も の で 、 ア マチ ュ ア 無線 の Q S O 以外 に も DJ- C7 の ワイ ド バ 
ンド 受信 で 業務 無線 を 待ち 受け 受信 する と き に 便利 で す 。 例え ば アナ ログ の 消防 ・ 救 急 無線 。 こ 
の バン ド は 限ら れ た 周波 数 を 全国 の 消防 署 で 分 け 合っ て 使っ て いる 関係 で 、 場 所 に よっ て は 2 つ 
以上 の 信号 が 同じ 周波 数 で 聞こ えま す 。 これ を 避け 、 聞 きた い 消 防 署 の 通信 だ け を 待ち 受け 受信 
する 時 な ど に お 使い 下さ い 。T S Q 運用 時 は 通常 の スケ ル チ も 適正 な レベ ル に 合わ せ て お く こ と 
を お 忘れ 無く 。 通常 の スケ ル チ が 開放 レベ ル だ と 、TS Q ス ケル チ が 開く まで に 僅か で す が 余 計 
に 時 間 が か か り ま す 。 

逆 ト ー ン : 説明 書 P .2 4 の 操作 方 法 に 従っ て 「 XX 」 マ ー ク が 表示 され る よう に 設定 する と 、 
主 に 都会 の タク シー で ポピュラー に 使わ れ て いる 無線 シス テム を 快適 に 受信 で きま す 。 こ れ は 後 
で 詳し く 説明 し ます 。 

全て の トー ン 機 能 は 設定 メニ ュー で SCAN キ ー を 押し て 「 OFF 」 を 選び 確定 する こと で 解除 
出来 ます 。T SQ ノ XX が 消え る こと を 確認 し て 下さ い 。 


DJ-C7 は エン コー ド と デコ ー ド の トー ン を 別々 に 設定 で きま す 。 こ れ は 主 に 海外 の レビ ー タ 


ー の 設定 で 、 そ れ ぞ れ の ト 一 ン 設 定 が 違う 物 に 対応 させ る た め の 配 慮 で す が 、 日 本 で も この 機能 を 利 
用 し て ちょ っ と 変わ っ た 使い 方 が 出来 ます 。 非 常時 の ボラ ンティア ・ ハ ム の 通信 活動 は 阪神 淡路 大 岩 
災 な どの 大 型 災 害 時 に 、 社 会 に 大 きく 貢献 し まし た が 、 こ の よう な 時 、 基 地 局 が 通信 の 内 容 を 全て 把 
握 し 、 移 動 局 間 の 勝手 な 通信 を 禁じ る こと で 指揮 系 統 の 統制 が 取れ た 通信 を 行い た い 、 と いう シー ン 
が 有り ます 。 つ まり タク シー 無線 の 半 複 信 シ ステ ム の 様 に 、 移 動 局 は 基地 局 と だ け 通 信 で き 、 他 の 移 
動 局 の 声 を 聞こ えな くす る と いう 通信 方 法 で す 。 


* 移動 局 間 通 信 を 禁止 する 


STEP 1 : トー ン を 決め る 
まず CTCSS ト ー ン を 2 つ 決 め ま す 。 例 えば 88. 5 と 67. 0 と し まし ょ う 。 
STEP 2: エン コー ド ・ ト ー ン を 決め る 


レビ ピー ター の 設定 と 同じ 要領 で FE UNC と SCAN キー を 操作 し 、T マー ク だ けが 出 て いる 画面 
で ダイ ヤル を 回 し て エン コー ド 周波 数 を 設定 し ます 。 基地 局 は 8 8 . 5 、 移 動 局 は 6 7 . 0 に 設 
定 し ます 。 
STEP 3 : デコ ー ド ・ ト ー ン を 決め る 
さら に SCAN キ ー を 一 度 押 し 、T S Q が 表示 され て いる 画面 で ダイ ヤル を 回 し 、 デ コー ド 周波 
数 と し て 移動 局 は 8 8 . 5 , 基地 局 は 6 7 . 0 に 設定 し 、PTT を 押し て 確定 し ます 。 こ うす れ ば 、 
移動 局 の TS Q は 8 8 . 5 の トー ン が 乗っ た 基地 局 の 信号 が 受信 出来 た と きだ け 開 き 、 基 地 局 の T S 
Q は 6 7 . 0 の トー ン の 乗っ た 移動 局 の 信号 が 受信 出来 た 時 だ け 開 く た め 、 移 動 局 間 で は Q S O が 出 
来 な く な る の で す 。 こ の モー ド を 運用 する と き は : 
* ネ 移動 局 は 、 呼 び 出 し に は 必ず 自 局 の コー ル サ イ ン を アナ ウン ス し 、 基地 局 は 必ず 移動 局 の コー ル 
サイ ン を 指定 し て 呼び 出す こと で 通信 の 混乱 を 防ぎ まし ょ う 。 
* ま 短い 、 テ キ パ キ し た 通信 を 心掛け まし ょ う 。 


ネ ※ 逆 ト ー ン スケ ル チ に つい て 
これ は アマ チュ ア 無 線 で は 使い ませ ん が 、 タ クシ ー 無 線 の 受信 で 便利 な 機能 で す 。 タ クシ ー・ ド ライ 
バー の ハム は 多い で す よ ね 。 で は 、 操作 の 前 に ざっ と タク シー 無線 の シス テム を お さら いし まし ょ う 。 
周波 数 : 単 ボ 信 NFM 450.0125-451.500 (12. 5KHz ステ ッ プ ) 

同上 458.2500-459.500 同上 


複 信 ( 都市 部 ) NFM 基地 450.2500-451.500 同上 
移動 458.2500-459.500 同上 
( 注 : 単 信 と ほぼ 同じ 周波 数 割り 当て で す ) 

*※ 単 信 シス テム の 場合 、 基 地 ・ タ クシ ー 両 方 と も 同一 周波 数 で 受信 可能 で す 。 但 し T S Q 設定 は し な い 
で 下さ い 。 ど ちら か 一 方 の 声 し か 聞こ えな く な る 場合 が 有り ます 。 又 、 こ の シス テム の 受信 で あれ ば 、 
以下 の 逆 ト ー ン 設定 は 不要 で す 。 

*※ 半 複 信 シ ステ ム で は 、 基 地 局 側が 常に 電波 を 発信 し 、 タ クシ ー 側 の 無線 機 が これ を 受信 し 続け る こと 
で 自分 が 基地 局 の 無線 の カバ ー エ リア 内 に 居る か どう か を 確認 し て いま す 。 こ の キャ リア は 無音 で す 
が CTCSS 信号 が 乗っ て お り 、 鉄 道 無線 の 空 線 信号 ほど で は 有り ませ ん が 耳障り で す 。 こ の 不具 合 
を 無く す た め 、 タ クシ ー 無 線 で は 通常 の トー ンス ケル チ 動 作 と は 逆 に 、CTCSS 信号 が 有る と TS 
Q が 効い て スケ ル チ を 閉じ る 、CTCSS 無し 音声 信号 時 は T S Q が 効か ず ス ケル チ が 開く 、 と い 
うこ と か ら 「 逆 ト ー ン 」 と 呼ば れる シス テム を 使っ て いま す 。 


* ネ 逆 ト ー ン を 使っ て みよ う 


STEP 1 : 周波 数 と トー ン を 探る 


まず VF O モード で タク シー 基地 局 側 周波 数 を 受信 し 、 空 線 信号 が 出 て 通信 が 行わ れ て いる こと を 確認 し 
ます 。 上 記 の 周波 数 を VFO ス キャ ン す れ ば 、 サ ー と いう 信号 が 見 つか る は ず で す 。 ワ ッ チ し て いる と 音 
声 も 聞こ えま すね 。 聞 きた い 会 社 の 周波 数 が 判明 し た ら 、CTCSS ト ー ン を 探り まし ょ う 。SCAN キ 
ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 し tonE と 表示 され る メニ ュー に 合わ せ た ら SCAN キ ー を 放し ます 。3 - 4 
桁 の 数 字 が スキ ャ ン し て いま すね 。 受信 信号 に 合致 する トー ン が 見 つか る と 、 ピ ポ ピ ポ 音 が 鳴り 、 そ の ト 
ー ン 番号 と T , S Q マー ク が 点滅 表示 され 、 先 ほど まで 聞こ えて いた サー 音 が 消え ます 。 こ の トー ン 番 号 
を 控え て お きま し ょ う 。PTTT を 押し て VF O モ ー ド に 戻り ます 。 


STEP 2: 逆 ト ー ン を 設定 する 


FUNC キ ー を 押し て か ら SCAN キ ー を 押し 、T 、S Q, X メ マー ク が 全部 出る 画面 で ダイ ヤル を 回 し 、 
先ほど 控え て お いた トー ン 番 号 に 合わ せま す 。 信号 が 受信 出来 て いれ ば T /S Q マー ク は 点滅 し て いま す 。 
PTT キー を 押し て 設定 を 確定 し て 下さ い 。 こ れ で S メー ター は 信号 強度 を 表示 し 、RX ラ ンプ は 緑 点 灯 
で 受信 中 で ある こと を 示し て いま す が サ ー 音 は 聞こ えま せん 。 音 声 が 乗っ た 信号 が 来 た と きだ け ス ケル チ 
が 解除 され 快適 に タク シー 無線 が 聞こ えれ ば OK で す 。 


残念 な が ら こ の トー ン は タク シー 会 社 に よっ て 若干 異な り ま す 。 こ の 設定 で VF O ス キャ ン を する と 、 ト 
ー ン が 同じ 信号 で は キャ リア を 飛ば し て スキ ャ ン 出 来 ま す が 、 ト ー ン が 合致 し な い 信 号 で は スキ ャ ン が 止 
まり ます 。 ス キャ ンタ イプ ( 説明 書 P. 26 セッ トモ ー ド P.29 スキ ャ ンタ イプ 切り 替え 機能 ) 
を タイ マー 側 に 設定 し て お く と 、5 秒 経 っ た ら 自動 的 に スキ ャ ン を 再開 出来 ます が 、 こ の 設定 で は 音声 を 
受信 中 で も スキ ャ ン が 再開 し ます か ら 、 お 気に入り の タク シー の チャ ン ネ ル は 、 次 の 章 を 読み 、 こ の 逆 ト 
ー ン 設定 ご と メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込ん で ピン ポイ ント 受信 に する ほう が 便利 で す 。 


4. メモ リー チャ ン ネ ル と スキ ャ ン を も っ と 便利 に 使う 
> 取り 扱い 説明 書 メモ リー モー ド P.19、20 セッ トモ ー ド P.29 


メモ リー モー ド を 使っ て お られ ます か ? ワイ ドバンド 受信 に は 無く て は な ら な い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル で す 
が 、 ア マチ ュ ア 無線 で は 意外 に この モー ド を 使っ て いる 方 は 少な い の で は ?DJ-C7 の メモ リー チャ ン 
ネル に は 周波 数 の 他 、 モ ー ド ・ ト ー ン 信号 設定 ・ シ フト / ス プリ ッ ト 設定 が 書き 込め ます 。 ロ ー カ ル ・ レ ビ ピ 
ー タ ー、 し ば し ば 訪れ る 土地 の レビ ピーター、 ロ ー カ ル ・ ラ グチ ュー 用 の チャ ン ネ ル 等 は 定番 で す が 、 レ ビ 
ー タ ー 周 波数 の 「 アッ プリ ンク 周波 数 」 も 隣接 メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込ん を で お く と 「 リバ ー ス 機能 」 
代わ り に 、 ダ イヤ ル の ワン クリ ッ ク で 相手 が シン プレ ックス で 交信 出来 る と ころ に 居る か どう か チェ ッ ク 
で き て 使い 勝手 が 良く な り ま す 。 メモリー 書き 込み の 基本 は 簡単 『 VF O モ ー ド で 編集 、F UNC+V ン 
M で 書き 込み 」 で す 。 


※ ネ メモ リー チャ ン ネ ル を 編集 する 


STEP 1 : 周波 数 と 設定 を 決め る 

まず VF O モー ド で 周波 数 や 補助 機能 の 設定 を し ます 。4 3 0 MHz の リピ ー タ ー 周 波数 を 書き 込む 時 は 
5 . 0 0 の マイ ナス ・ シ フト と 、8 8 . 5 で の T マー ク が 表示 され る よう 設定 する の を 忘れ な いよ う に 。 
リ バー スモ ー ド の 代用 に な る 「 レビ ー タ ー の アッ プリ ンク 周波 数 」 は 、 そ の 受信 周波 数 マイ ナス 5 MHz 
で す 。439. 980MHz の リピ ー タ ー な ら 434. 980MHz 。 そ う 、 シ フト させ て 送信 し て いる 
周波 数 で すね 。 こ こ で 相手 の 信号 が 聞こ えれ ば 、 レ ビー ター を 介さ な いで も 交信 出来 る 可能 性 が 高い こと 
が 分 か り ま す 。 


STEP 2: 周波 数 と 設定 を 書き 込む 

FUNC キ ー を 押し ます 。 小 さ な 数 字 が 周波 数 表示 の 前 に 現れ ます か ら ダ イヤ ル を 回 し て 0 か ら 1 99 ま 
で の 内 、 好 き な チ ャ ン ネ ル を 選び ( F マー ク 点灯 中 に ) V プ M キ ー を 押す だ け で す 。 上 書き や 消去 の 方 法 
は 説明 書 P . 2 0 を ご 覧 下さ い 。 


メモ リー 番号 を 選ぶ と き 、 例 えば 0 0 - 4 9 は アマ チュ ア 無 線 用 、5 0 - 9 9 は VHF 広帯域 受信 、1 0 
0- 1 49 は UHF 広帯域 受信 、1 50- 2 0 0 は その 他 、 と いっ た よう に ルー ル を 作っ て 書き 込む と 後 
で 便利 で す 。 メモリー モード で の 運用 時 、 使 っ て いな い チ ャ ン ネ ル は 表示 され ませ ん か ら ム ダ は 有り ませ 
ん 。 書 き 込ん だ メモ リー を スキ ャ ン す る の は 簡単 、VF O モ ー ド で V プ M キ ー を 押し 、 周 波数 の 左 横 に 小 
さい メモ リー 番号 が 出る メモ リー モー ド に 移行 、S CAN キー を 押す だ け 、 で す 。ME MO R Y が 表示 さ 
れ た 後 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 全て スキ ャ ン し ます 。 止め る 時 は PTT を 押し 、 ス キャ ン 方向 を 変え る と 
き は 動作 中 に ダイ ヤル を 時 計 、 半 時 計 方 向 に 回 し 、 好 み の ス キャ ン 方 向 ( 周波 数 の 上 か ら 下 、 下 か ら 上 ) 
を 選ん で 下さ い 。 


メモ リー を 編集 する と き の 注 意 点 は : 
*※ メモ リー スキ ャ ン 時 、CH が 多い ほど 全体 を スキ ャ ン す る の に 時 間 が 掛か り ま す 。 
※ メモ リー スキ ッ プ 設定 は 出来 ませ ん か ら 淀 に 電波 の 出 て いる 放送 局 を メモ リー に 書き 込む と 、 ス 
キャ ン モ ー ド を タイ ム ス キ ャ ン 設 定 ( P . 2 9 ) に し て いて も 5 秒 は スキ ャ ン が 止ま り ま す 。 
ネ ※ ま メモ リー バン ク は 有り ませ ん 。 
メモ リー チャ ン ネ ル を 活用 する 、 と いう の は 必要 な 周波 数 を 、 ピ ン ポ イン ト に 、 必 要 な 設定 で 書き 込む と 
いう こと で す 。 と に か く 200ch を 埋め 尽く せ ば 良い と いう も の で は 有り ませ ん 。 


*※ プロ グラ ム ・ ス キャ ン 周 波数 を 編集 する 
周波 数 割り 当て が は っ きり 分 か っ て いる 放送 、 特 定 小 電力 無線 、 業 務 無 線 等 の 受信 に は プロ グラ ム ・ ス キ 


ャ ン の 出番 で す 。 指定 し た 幅 の 周波 数 帯 だ け を スキ ャ ン し ます 。 


STEP 1 : スキ ャ ン さ せる 周波 数 範囲 を 調べ る 


スキ ャ ン さ せ た い バン ド の 上 限 と 下限 の 周波 数 を メモ リー モー ド の プロ グラ ム ス キ ャ ン ・ チ ャ ン ネ ル の ペ 
ア に 書き 込む と 、 そ の 間 だ け を スキ ャ ン さ せる こと が で きま す 。DJ-C7 に は 5 つの プロ グラ ム ・ ス キ 
ャ ン 周 波数 が 登録 出来 ます 。 イ ンタ ーネット や 無線 雑誌 な ど で 、 ま ず 聞 きた い 無 線 が 割り 当て られ て いる 
周波 数 範囲 を 調べ まし ょ う 。 例え ば 防災 無線 。 非 常時 に は 重要 な 連絡 が 飛び 交 う ライ フラ イン 無線 で す 。 
4 0 0 MHz 帯 に は 466.00-467.3750MHz 他 が 割り 当て られ て いま すね 。 


STEP 2: メモ リー に 書き 込む 


手順 は メモ リー チャ ン ネ ル の 書き 込み と 全く 同じ 、VF O モー ド で 周波 数 を 合わ せ て か ら F UNC キー を 
押し ます 。 小 さ な 数 字 が 周波 数 表示 の 前 に 現れ ます か ら ダ イヤ ル を 回 し 、POA, POb か ら P4A,P 
4b の ペア ( A と b で 1 ペア ) を 選ん で ( F マー ク 点 灯 中 に ) VM キー を 押す だ け で す 。 上 書き や 消去 
の 方 法 は 説明 書 P . 2 0 を ご 覧 下さ い 。 別に 周波 数 の 上 下 に ルー ル は 有り ませ ん 。POA に 466.00, 
POb に 467.375 を 書き 込ん で みて 下さ い 。 これ で 準備 は 完了 で す 。 


STEP 3 : 聞い て みる 


SCAN キー を 押し た まま に し て 画面 を 見 て 下さ い 。「 uFo( VF O )」 と 表示 が 出 て いま す 。 こ の まま S 
CAN キ ー を 離せ ば バン ド 全部 を 受信 する VF O ス キャ ン が 始ま り ま す が 、 こ こ で は SCAN キ ー を 押し 
た まま ダイ ヤル を 回 し て 見 て 下さ い 。「 uFo」 の 他 に 「 tonE」、「 0A」「 0b 」 が 表示 され ます 。 こ の 「 0 
A」「 0b 」 ど ちら か の 表示 の 時 に S CAN キー を 離す と 選ん だ 方 の 周波 数 エッ ジ か ら も う 一 つの 周波 数 の 
方 向 に (プログ ラム ・ ス キャ ン が 始ま り ま す 。 ス キャ ン を 止め る に は P T T を 押し て 下さ い 。 同じ 要領 で S 
CAN キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 し 、VFO ス キャ ン や 他 の プロ グラ ム ・ ス キャ ン ペ ア を 選ん で スキ 
ャ ン モ ー ド を 操作 し ます 。 


5 . スプ リッ ト 機能 っ て 何 ? 
取り 扱い 説明 書 VFO モ ー ド P.18 メモ リー モー ド P.19、20 便利 な 機能 P.25 


D J - C 7 に は 同一 バン ド 内 の みな ら ず 、1 4 4 MHz で 受信 、4 3 0 MHz で 送信 ( 又は その 逆 ) と 、 
バン ド を 超え て 「 た すき が け 」 運 用 が 出来 る 機能 が 有り ます 。 こ れ は 主 に 、 海 外 で 許可 され て いる 違う バ 
ンド を 送受 信 周 波数 に 使っ た 「 クロ スバ ンド ・ レ ビー ター」 に 対応 させ た り 、 わ ざと 複雑 な 周波 数 で シフ 
ト を 組ん だ レビ ー タ ー の シフ ト 幅 に 対応 させ た りす る た め の 機 能 で す が 、 日 本 で も 使え ます 。 例 えば 空 飛 
ぶ ク ロス バン ド ・ レ ビー ター「 F M ア マチ ュ ア 衛星 」 を 介し た QS O で す 。 も ちろ ん 、 そ れ な り の 指向 性 
アン テ ナ が 必要 で すし 、300mW と QRP で すか ら 交信 成立 は 色々 な 条件 に 左右 され 、 経 験 を つん だ オ 
ペレ ー タ ー で な いと 困難 な の で ビギナー に は お 勧め 出来 ませ ん し 、 ベ テラ ン で も 難し い の は 事実 で す が 、 
QRP で チャ レン ジ す る の も 面白 いか も 知れ ませ ん ね 。 詳 し く は イン ター ネッ ト で 「JAMSAT 日 本 


アマ チュ ア 衛 星 通信 協会 」 ウ エ ブ サ イト の 「 入門 者 向け 情報 」 な ど を 調べ る と 良い で し ょ う 。 


STEP 1 : 受信 周波 数 を 決め る 


DJ-C7 の 「 た すき が け 」 は 、2 つの モー ド が 有り ます 。 
*※ VFO を 送信 側 に 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 受信 側 に する 。 
※ メモ リー チャ ン ネ ル を 送信 側 に 、V F O を 受信 側 に する 。 
基本 は 、 受 信 す る 周波 数 を 合わ せ て か ら モ ー ド を 切り 替え 、 送 信 し た い ほ う の チャ ン ネ ル で スプ リッ ト 設 
定 を 行う と いう も の で す が 、 以 下 に 注意 し て 下さ い 。 
* 両方 の 周波 数 と も アマ チュ アバ ンド 内 で 、 送 信 が 可能 で ある こと ( オフ バン ド だ と OFF と 警告 
が 出 ま す ) 
* ネ ※ メモ リー を 送信 側 に する 場合 、 周 波数 と スプ リッ ト 設定 を 予め メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込ん で 
お く こ と 。 
ここ で は 送信 1 4 5. 850、 受 信 436.795MHz を 例 に 説明 し ます 。 ま ず VFO を 4 3 0MHz 
帯 に し て F UNC キ ー を 押し 、F 点灯 中 に MONI キー を 押し て ダイ ヤル を 回 し 5 KHz に 合わ せ て か ら 
PTT を 押し ます 。 こ れ で ダイ ヤル を ワン クリ ッ ク す る と 細か い 数 字 で 周波 数 が 変わ る よう に な り ま すね 。 
436. 795 に VFO を 合わ せま し ょ う 。BAND キー を 押し て 1 4 5 MHz 帯 に 入り ます 。 同 じ 要 領 
で ステ ッ プ を 1 0 KHz に 変更 し 、1 45. 850 に 合わ せま す 。 


STEP 2 : メモ リー に 書き 込む 


FUNC キ ー を 押し 、F マー ク 点灯 中 に B AND キ ー を 押し て 十 ・-SPLI t が 表示 され る 画面 を 選ん 
で PT キー を 押し ます 。 こ れ を メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込み ます (FUNC を 押す 、 ダ イヤ ル で 数 字 
表示 の 空き チャ ン ネ ル を 選ぶ 、V プ M キ ー を 押す )。BAND キ ー で 436.795 に 戻り まし ょ う 。 ここ 
で も 同じ 、F UNC, BAND キ ー 操 作 で SPLIT 表示 を させ PTT で 確定 し ます 。PTT を 押す と 1 
45. 850MHz で 送信 し て いま すね 。 


STEP 3 : メモ リー 側 で 受信 する 


V プ M キ ー を 押し て 、 ス プリ ッ ト 機能 が 入っ た メモ リー( ここ で は 1 45.850MHz ) を 選択 し ます 。 


PTT を 押す と 、 今 度 は 436. 795MHz で 送信 し て いま すね 。 こ の 機能 よ は もちろん 同じ バン ド 内 で 


の 「 た すき が け 」 に も 使え ます 。 


6 . アマ チュ ア 無 線 以 外 の 通信 を 聞い て みよ う 
> 取り 扱い 説明 書 基本 操作 P.16 セッ トモ ー ド P.26,27 


DJ-C7 に は 1 44 プ 430MHz の アマ チュ ア 無 線 バ ンド で 送受 信 が 出来 る ほか 、A M ラ ジオ 、 短 波 
ラジ オ 、F M ラ ジオ 、VHF 航空 無線 、 消 防 救急 無線 、 行 政 ・ 防 災 無 線 、 マ スコ ミ の 連絡 無線 、 各 種 業務 
無線 、 鉄 道 無線 の 一 部 、 海 上 保安 店 ・ 自衛隊 な どの 連絡 用 無線 、 コ ー ド レス 電話 、 特 定 小 電力 無線 、 タ ク 
シー や バス の 無線 、 と いっ た 非常 に 多く の ジャ ン ル の 無線 が 聞こ える よう に 作ら れ て いま す 。 外 に 持っ て 
出る 機会 の 多い DJ-C7 , 出先 で 消防 車 の サイ レン が 鳴っ て いる 、 電 車 が 遅れ て いる 、T V 局 の 中 継 車 
が いる ぞ 、 と いう よう な 場面 に 遭遇 し た と き 、 こ の ワイ ドバンド 受信 機能 を 利用 すれ ば 身近 に 起こ っ て い 
る ニュ ー ス が リア ル タ イ ム で ゲッ ト で きる か も 知れ ませ ん 。 又 、 あ っ て は な ら な いこ と で す が 近 い 将 来 、 
大 型 の 地震 が 日 本 列島 を 襲う 可能 性 が 高い と 言わ れ て いる こと か ら 行 政 ・ 自 治 体 レ ベル で 災害 対策 を 立て 
て いる 、 な ど と 言う こと を し ば し ば 耳 に する よう に な り ま し た が 、 こ の よう な 非常 時 に も と て も コン パク 
ト な DJ-C7 は 携帯 の 邪魔 に も な ら ず 、 正 し い 情 報 を 発信 : 入手 する た め の 頼 も しい ツー ル に な り ま す 。 


AM ラジ オ を 聞く 

VF O モ ー ド で BAND キー を 押し 、「 . 5 3 1 ~1 . 620」 が 表示 され る と ころ が AM ラジ オ の バン ド 
で す 。 ア ン テ ナ は 内 蔵 の バー を 使う の で 外 付け の アン テ ナ は 必要 有り ませ ん 。 太陽 の 出 て いる 時 間 は 近 距 
離 の 局 し か 聞こ えま せん が 、 夜 に な る と 海外 の 放送 局 ま で 聞こ えて きま す 。 通勤 ・ 通学 ラジ オ 代 わり に 電 
車 の 中 で 聞き や すい の も この 電波 で す 。 

短波 ラジ オ を 聞く 

VF OO モー ド で BAND キー を 押し 、「 1 . 625~ っ 9 . 995」 が 表示 され る と ころ が 短波 の 放送 バン ド 
で す 。 残念 な が ら 付属 アン テ ナ の 長 さ の 都合 な どか ら 、 ト ラン ジス タラ ジオ に 比べ て も 受信 感度 が 悪く 、 
余り 多く の 局 を 受信 する こと は 出来 ませ ん が 故障 で は あり ませ ん 。 条 件 が 良い と ラジ オ た ん ば ぱ ば や NHK の 
ラジ オジ ャ パン な ど が 聞こ えま す 。 こ れ も 内蔵 バー アン テ ナ で の 受信 と な り ま す 。 

F M ラ ジオ を 聞く 

VF OO モード で BAND キー を 押し 、「 7 6 . 1 89. 995」 が 表示 され る と ころ が F M 音 楽 放 送 の バ 
ンド です 。 こ こ は 付 属 の ホイ ッ プ アン テ ナ か 、 オ プシ ョ ン の イヤ ホン の コー ド を アン テ ナ と し て 使う か が 
選べ ます 。 セ ッ ト モ ー ド (p26, 27 ) で 切り 替え て 下さ い 。 電車 の 中 で は A M よ り フ ェ ー ジ ング な ど 
の 影響 を 受け や すく 、 又 長い 距離 を 移動 され て いる と 同じ 局 を ずっ と 受信 し 続け る の は 難し い 反 面 、 多 数 
の 局 が 放送 し て いる の で 別 の 局 を 探し や すい の が 魅力 で す 。VF O ス キャ ン を 掛け て お く と 、 電 波 が 弱く 
な っ た ら 自動 的 に 次 の 局 を 探し て く れ ま すか ら 電車 の 中 で は 便利 で す 。 

その 他 の バン ド を 聞く 

BAND キ ー を 押し て VHF と UHF の アマ チュ アバ ンド を 含む 周波 数 を 選び ます 。 ア ン テ ナ は 必ず ホイ 
ッ プ を 使い 、 ア ン テ ナ モー ド も イヤ ホン に な っ て いな いか 確認 し て 下さ い 。 こ こ で は イヤ ホン アン テ ナ モ 
ー ド は 効果 が 有り ませ ん 。 

「108.000<~-141.995」 で は AM の 航空 無線 が 聞こ えま す 。 空港 の 近く で な く て も 、 屋 外 で 
あれ ば 付属 の ホイ ッ プ を 付け て スキ ャ ン を させ て いる と 英語 の 交信 が 聞こ える で し ょ う 。 空 を 飛ぶ 飛行 機 
が 地上 と 交信 し て いる 電波 で す 。 英語 で す が 、 定 型 的 な 連絡 を 取り 合う こと が 殆ど で 、 書 店 に は この 用 語 
を 解説 し た 本 も 売ら れ て いま す 。 ア マチ ュ ア バン ド の すぐ 上 か ら は 業務 無線 の 周波 数 で す 。 イ ンタ ー ネ ッ 


ト や 雑誌 で 周波 数 情報 を 仕入れ て 下さ い 。 た だ 、 業 務 通 信 は いつ で も どこ で も 受信 で きる も の で は 有り ま 
せん 。 都会 で も タク シー や 消防 ・ 救 急 な ど 一 部 の 無線 を 除き 「 電波 が 出 て いな い 時 間 の 方 が 圧倒 的 に 多い 」 
の で す 。 発信 源 か ら 遠い と か 、 屋 内 で 使う な どの 場合 は 広 帯 域 受信 機 用 の 外部 アン テ ナ を つなが な いと 電 
波 が 受信 出来 な い 場合 も 有り ます 。 要 は 魚釣り と 同じ で 、 道 具 を 持っ て いる だ け で は な く 、 場 所 ・ タ イミ 
ング ・ 使用 され る 状況 な ど 、 情 報 や 経験 も 持っ て いな いと 目的 の 獲物 は 捕まえ られ ませ ん 。 比 較 的 聞き や 
すく 、 ニ ュー スソ ー ス に な る 無線 は 鉄道 ・ 救急 ・ 消 防 で す 。 家 の 近く や 良く 通る 道筋 に ある これ ら の ジャ 
ン ル の 周波 数 を 実際 に 聞い て みて 、 受 信 出 来 た も の を 厳選 し て メモ リー に 書い て お きま し ょ う 。 


外部 アン テ ナ を 使う ・1 00V 電 源 で 使う 

DJ-C7 は サブ ミニ チュ ア A タ イプ 、S MA と 呼ば れる アン テ ナ コ ネクター を 装備 し て お り 、 付 属 アン 
テ ナ 以 外 の も の も お 使い 頂け ます 。 市 販 の ホイ ッ プ アン テ ナ に は 広帯域 受信 用 の も の が いろ いろ 発売 され 

て お り 、 自 分 の 用 途 に 合う 物 を 探し て 見 る の も 楽し いで すね 。1 4 4 4 3 0 MHz で 送信 出来 る 物 を 選 
ん で お く と アン テ ナ を 付け 替え る 手間 が 省け ます 。 外 部 アン テ ナ で は 小振り な GP や ディ スコ ー ン と いっ 
た 無 指向 性 アン テ ナ を お 勧め し ます 。 小 型 の D J- C 7 は ホイ ッ プ を 付け た 状態 で 最適 な 運用 が 出来 る よ 
う 工夫 され て いる 代わ り に 、 高 性 能 過 ぎる 指向 性 アン テ ナ で は 例え ば アマ チュ ア 無 線 の 周波 数 で F M 音 楽 
放送 が 聞こ える 、 な どの 不都合 が 出る 事 が ある の で す 。 又 、 外 部 アン テ ナ の ケー ブル に 付い て いる コネ ク 
ター は B N C や M 型 な ど が 多い よう で す 。 こ の 場合 、S MA に 変換 する に は 「 変換 プラ グ 」 で な く 「 変換 
ケー ブル 」 を お 求め 下さ い 。 変換 プラ グ は 直接 アン テ ナ ケ ー ブ ル や コネ クタ ー 自 体 の 重 さ が DJ-C7 の 
コネ クタ ー に 掛か り 、 無 線 機 の 取り 回 し が ケー ブル に 引っ 張ら れ て 不便 な うえ 大 き な ス トレ ス が 掛か る と 
S MA を 破損 し ます 。 数 十 セ ンチ の 長 さ の 細い 同軸 ケー ブル が 付属 し た 変換 ケー ブル な ら 、 ス トレ ス を 有 
る 程度 この 細い 同軸 ケー ブル が 吸収 し て くれ ます 。 送 信 時 に は ケー ブル が 米 わ し く な る の で DJ-C7 を 
直接 持た ず 、 オ プシ ョ ン の スピ ー カ ー マ イ ク を 使う と 良い で し ょ う 。 バ ッ テ リ ー が 切れ た ! と いう 場合 は 
付属 の 充電 アダ プター を お 試し 下さ い 。 充 電 し な が ら で も 「 取り 敢 え ず 」 の 運用 を する こと が 可能 で す 。 
但し スイ ッ チ ング 電源 ノイ ズ や 回 り 込 みか ら 、 送 信 音 や 受信 音 に ノイ ズ が 乗る 場合 が 有り ます が 、 こ れ は 
「 充電 用 に 設計 され た アダ プター を 簡易 的 に 電源 代わ り に し て いる 」 仮 の 状態 だ か ら 起 こる 事 で す の で 、 

故障 で は あり ませ ん 。 オ プシ ョ ン の E DH - 3 2 を お 求め 頂く と 自動 車 の シガー プラ グ か ら 充電 ・ 運 用 が 
行え ます 。 


盗聴 器 発見 モー ド に つい て 

取り 扱い 説明 書 便利 な 機能 簡易 盗聴 器 発見 機能 P. 25 

DJ-C7 に は 、 発 見 報告 の 多い 1 6 波 の 「 盗聴 器 」 周 波数 が 書き 込ま れ て いま す ( 編集 する こと は 出来 
ませ ん )。 操 作 は 簡単 で 、 説 明 書 の 通り に 動か せ て 見 て 下さ い 。 た だ 、 ス キャ ン が 止ま っ て も スピ ー カ ー か 
ら 周り の 音 が 聞こ えな けれ ば 、 ノ イズ や 別 の 要因 で 誤動作 を 起こ し た だ け な の で ご 安心 下さ い 。 


如何 で し ょ うか ? 搭載 され た 機能 を より 便利 に 使っ て DJ-C7 で 快適 な Q S O を お 楽し み 下さ い 。 
アル イン コ ( 株 ) 電子 事業 部 


